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1. 背景 

 平成 26 年度事業産官学コンソーシアムプログラム成果として、標準モデルカリキュラムを策定

し「カリキュラム要素シート表」を作成した。このシートを使用することで、カリキュラムの要素

技術を確認できる。また、平成 26 年度職域成果として、カリキュラム要素シートを使用し、講義

全体を評価したところ、目指すべきカリキュラムとして対応不十分または未対応箇所があった。今

年度事業では、それらの箇所を改善することで、より充実したカリキュラムを構築し、質の高い講

座運営をすることを目指す。 

 

2. 基準となるカリキュラム要素 

カリキュラム要素シート表を基準にし、岐阜大学社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）

養成講座において、平成 27 年度後期に実施したＭＥ養成講座について調査した。（平成 27 年

度ＭＥ養成講座カリキュラムは、参考資料-1 および参考資料-2 に添付） 

本調査において基準としたカリキュラム要素シート表は、平成 26 年度「成長分野等におけ

る中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業における、コンソーシアムプロジェクト「地域ニ

ーズに応えるインフラ再生技術者育成のためのカリキュラム設計」によって作成されたもので

あり、同年の職域プロジェクトによってその内容が検証されたものである。 
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3. 授業内容変更箇所 

 平成26年度カリキュラム要素シート表を確認し、時間割を再考した結果以下のように変更した。 

改善点 改善理由 

社会資本機構とアセットマネジメント、道路保

全概論（道路法の改正とこれからの道路保全）、

アセット情報の収集および管理の授業時間を変

更した。 

調査によって、「コンクリート橋の損傷評価」と

「橋梁の補修工法」の講義を新設することが重

要であることが分かった。そのためそれらを新

設するには、いずれかの講義時間を短縮または

削減する必要が生じた。そこで、「社会資本機構

とアセットマネジメント」、「道路保全概論（道

路法の改正とこれからの道路保全）」、「アセット

情報の収集および管理」3 講義の重複箇所等を丁

寧に見直し、講義内容を調整するとともに、時

間短縮をおこなった． 

リスクマネジメント演習を除外した。 調査によって、「コンクリート橋の損傷評価」と

「橋梁の補修工法」の講義を新設することが重

要であることが分かった。そのためそれらを新

設するには、いずれかの講義時間を短縮または

削減する必要が生じた。そこで、リスクマネジ

メント演習の内容を照査した結果、現状の講義

時間数では十分な理解を得られることなく、勘

内容を違いするような状況も懸念されることが

分かったため、左記にいたった。 

コンクリート橋の損傷と対策で 1 授業時間だっ

たものを、コンクリート橋の損傷評価で 1 授業

時間、コンクリート橋への対策として 1 授業時

間として、授業時間を増やした。 

コンクリート橋に対する力学的作用（例えば過

積載車両の通行や地震の作用）による損傷の事

例や評価方法について，講義を独立させ，内容

を充実化した． 

橋梁の補修工法の授業を 1 授業時間増やした。 これまで補修に関しては，補修設計の基本事項

に関する講義しかなかったが，受講者の要望に

基づき、橋梁の専門家で講義内容を検討した結

果、具体的な個々の補修工法を取り扱う「橋梁

の補修工法」の講義を新設するにいたった． 
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4. カリキュラム要素シート表 比較表 

下記に比較したカリキュラム要素シート表を記載する。平成 26 年度と平成 27 年度の調査により、カ

リキュラム要素シート表に記載されている小分類に適応しているかどうか確認した。なお、ＭＥ養成講

座として、対応しない小分類については、表のチェック欄に斜線を記した。 

 

カリキュラム要素シート表 

(岐阜大学平成 27 年度後期養成講座カリキュラム確認結果) 

○ 対応済み   △ 対応不十分   空欄 未対応 

要素技術 

技術を保有し、「業務に使用することができる」状態 

＝スキルがある状態 

大

分

類 

中分類 小分類 キーワード 

平

成

26

年

度 

平

成

27

年

度 

基
礎

 

地域特性 ◯◯地域の自然環境 

（ここでは岐阜地域） 

気象 

 
△ 地勢 

自然史 

◯◯地域の社会環境 

（ここでは岐阜地域） 

地域特性 

△ ○ 経済活動 

社会資本整備に関する環境 

◯◯地域の構造物 

（ここでは岐阜地域） 

構造物の地域分布 
○ ○ 

構造物の種類 

災害の歴史 災害の歴史  

 

アセットマネジメン

ト 

統計学的アプローチ データ分析 

○ ○ 数理モデル 

劣化予測 

計画学的アプローチ 計画と実践 

○ ○ 投資計画 

LCA 

リスクマネジメント リスクとハザード 

○ ○ リスクアセスメント 

リスク対応 

社会基盤施設の設

計・施工技術および 

関連基準等 

設計・施工技術共通  荷重 

○ ○ 適用基準 

基準の変遷 
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大

分

類 

中分類 小分類 キーワード 

平

成

26

年

度 

平

成

27

年

度 

基
礎

 

社会基盤施設の設

計・施工技術および 

関連基準等 

鋼橋の設計・施工技術 設計法 
○ ○ 

施工技術 

コンクリート橋の設

計・施工技術  

設計法 
○ ○ 

施工技術 

下部工の設計 

・施工技術  

設計法 
○ ○ 

施工技術 

トンネルの設計 

・施工技術 

設計法（山岳トンネル） 

 
○ 設計法（シールドトンネル） 

施工技術 

河川構造物の設計 

・施工技術 

設計法 

 
 

施工技術 

港湾構造物の設計 

・施工技術 

設計法 

 
 

施工技術 

道路舗装の設計 

・施工技術 

設計法 

 
○ 

施工技術 

土木材料 使用材料と設計基準強度 

 
○ 

材料の耐久性 

自然災害防止に 

関する法令および 

関連基準等 

災害に関する法令 法律制定の経緯 

△ △ 

「土砂災害防止法」 

「砂防法」 

「地すべり等防止法」 

「急傾斜地の崩壊による災害

の防止に関する法律」 

防災計画 防災基本計画 

 
 

地域防災計画 

構造物の耐震 

（耐震基準および設計

技術） 

橋梁上部工 

○ ○ 

橋梁下部工 

トンネル 

不安定斜面 

盛土・切土 

堤体 
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大

分

類 

中分類 小分類 キーワード 

平

成

26

年

度 

平

成

27

年

度 

社
会
基
盤
施
設
の
劣
化
と
そ
の
対
策

 

鋼橋の維持管理  鋼橋の損傷  損傷事例（変状事例） 

○ ○ 変状のメカニズムとプロセス 

損傷区分 

鋼橋の点検技術  点検の種類と目的 

○ ○ 
点検の手法（近接、遠望、非

破壊など） 

損傷マップ 

鋼橋の診断技術 構造物の残存性能の評価 

○ ○ 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 

鋼橋の補修・補強工法 補修・補強の目的 
○ ○ 

補修・補強技術 

コンクリート橋の 

維持管理 

コンクリート橋の損傷 損傷事例（変状事例） 

○ ○ 変状のメカニズムとプロセス 

損傷区分 

コンクリート橋の点検

技術  

点検の種類と目的 

○ ○ 
点検の手法（近接、遠望、非

破壊など） 

損傷マップ 

コンクリート橋の診断

技術 

構造物の残存性能の評価 

○ ○ 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 

コンクリート橋の補

修・補強工法  

補修・補強の目的 
○ ○ 

補修・補強技術 

橋梁床版の維持管理 橋梁床版の損傷  損傷事例（変状事例） 

△ ○ 変状のメカニズムとプロセス 

損傷区分 

橋梁床版の点検技術  点検の種類と目的 

△ ○ 
点検の手法（近接、遠望、 

非破壊など） 

損傷マップ 
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大

分

類 

中分類 小分類 キーワード 

平

成

26

年

度 

平

成

27

年

度 

社
会
基
盤
施
設
の
劣
化
と
そ
の
対
策

 

橋梁床版の維持管理 橋梁床版の診断技術 構造物の残存性能の評価 

 
△ 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 

橋梁床版の補修工法  補修・補強の目的 
△ ○ 

補修・補強技術 

道路舗装の維持管理 道路舗装の損傷  損傷事例（変状事例） 

○ ○ 変状のメカニズムとプロセス 

損傷区分 

道路舗装の点検技術  点検の種類と目的 

○ ○ 
点検の手法（近接、遠望、非

破壊など） 

損傷マップ 

道路舗装の診断技術 構造物の残存性能の評価 

○ ○ 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 

道路舗装の補修工法  補修・補強の目的 

 
○ 

補修・補強技術 

下部工の維持管理 下部工の損傷 損傷事例（変状事例） 

 
△ 変状のメカニズムとプロセス 

損傷区分 

下部工の点検技術  点検の種類と目的 

 
 

点検の手法（近接、遠望、非

破壊など） 

損傷マップ 

下部工の診断技術  構造物の残存性能の評価 

 
 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 

下部工の補修 

・補強工法  

補修・補強の目的 

 
 

補修・補強技術 

その他付属設備 

（支承・伸縮部材、 

道路標識他）の 

維持管理 

付属設備の損傷 損傷事例（変状事例） △ △ 

 変状のメカニズムとプロセス 

 損傷区分 
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大

分

類 

中分類 小分類 キーワード 

平

成

26

年

度 

平

成

27

年

度 

その他付属設備 

（支承・伸縮部材、 

道路標識他）の 

維持管理 

付属設備の点検技術  点検の種類と目的 

 
 

点検の手法（近接、遠望、非

破壊など） 

損傷マップ 

付属設備の診断技術 構造物の残存性能の評価 

 
 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 

付属設備の補修工法  補修・補強の目的 

 
△ 

補修・補強技術 

トンネルの維持管理 トンネル躯体の損傷  損傷事例（変状事例） 

〇 ○ 変状のメカニズムとプロセス 

損傷区分 

トンネル躯体の 

点検技術  

点検の種類と目的 

〇 ○ 
点検の手法（近接、遠望、非

破壊など） 

損傷マップ 

トンネル躯体の 

診断技術 

構造物の残存性能の評価 

〇 ○ 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 

トンネル躯体の 

補修工法  

補修・補強の目的 

 
○ 

補修・補強技術 

水門・樋門・閘門の 

維持管理 

水門・樋門・閘門の 

損傷  

損傷事例（変状事例） 

 
 変状のメカニズムとプロセス 

損傷区分 

水門・樋門・閘門の 

点検技術  

点検の種類と目的 

 
 

点検の手法（近接、遠望、非

破壊など） 

損傷マップ 

水門・樋門・閘門の 

診断技術 

構造物の残存性能の評価 

 
 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 
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大

分

類 

中分類 小分類 キーワード 

平

成

26

年

度 

平

成

27

年

度 

社
会
基
盤
施
設
の
劣
化
と
そ
の
対
策

 

水門・樋門・閘門の 

維持管理 

水門・樋門・閘門の 

補修工法  

補修・補強の目的 

 
 

補修・補強技術 

洞門・シェッドの 

維持管理 

洞門・シェッドの損傷 損傷事例（変状事例） 

 
 変状のメカニズムとプロセス 

損傷区分 

洞門・シェッドの 

点検技術  

点検の種類と目的 

 
 

点検の手法（近接、遠望、非

破壊など） 

損傷マップ 

洞門・シェッドの 

診断技術 

構造物の残存性能の評価 

 
 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 

洞門・シェッドの 

補修工法  

補修・補強の目的 

 
 

補修・補強技術 

港湾構造物の 

維持管理 

港湾構造物の損傷  損傷事例（変状事例） 

 
 変状のメカニズムとプロセス 

損傷区分 

港湾構造物の点検技術 点検の種類と目的 

 
 

点検の手法（近接、遠望、非

破壊など） 

損傷マップ 

港湾構造物の診断技術 構造物の残存性能の評価 

 
 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 

港湾構造物の補修工法 補修・補強の目的 

 
 

補修・補強技術 

上下水道施設の管理 上下水道施設の損傷  損傷事例（変状事例） 

 
△ 変状のメカニズムとプロセス 

損傷区分 

上下水道施設の 

点検技術  

点検の種類と目的 

 
△ 

点検の手法（近接、遠望、非

破壊など） 

損傷マップ 
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大

分

類 

中分類 小分類 キーワード 

平

成

26

年

度 

平

成

27

年

度 

社
会
基
盤
施
設
の
劣
化
と
そ
の
対
策

 

上下水道施設の管理 上下水道施設の 

診断技術 

構造物の残存性能の評価 

 
 損傷の程度と性能低下の評価 

対策区分 

上下水道施設の 

補修工法  

補修・補強の目的 

 
△ 

補修・補強技術 

道路斜面・盛土 

・切土・擁壁の管理 

災害に関する基本事項 自然斜面における災害 

〇 ○ 

地すべりにおける災害 

土石流 

急傾斜における災害 

落石 

盛土計画と施工後の損傷 

切土計画と施工後の損傷 

点検技術 不安定斜面区分 

〇 ○ 土石流地域の抽出 

落石危険箇所の抽出 

調査・診断技術 植生 

〇 ○ 

地盤の風化 

（土石流流域の）不安定区分 

土石流流域と水文 

ハザードマップ 

災害の予防保全と 

対策工 

地表・地下水排水工 

〇 ○ 

砂防施設 

抑制工と抑止工（地すべり） 

抑制工と抑止工（切土崩壊） 

補強土工法 

落成予防工 

落石防護工 

斜面区分 

その他 

管理用道路 管理用道路の設置目的 

 
 

管理用道路の維持管理 
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大

分

類 

中分類 小分類 キーワード 

平

成

26

年

度 

平

成

27

年

度 

社
会
基
盤
施
設
の
劣
化
と
そ
の
対
策

 

河川構造物の管理 河川を構成する構造物 土堤 

〇 ○ 

特殊堤防 

許可構造物 

その他 建築設備 

管理道路 

河川災害と特徴 堤防の決壊と原因 

△ △ 

メカニズム 

災害の予防保全と対策

工 

護岸 

根固め工 

水制工 

床止め 

対策工の点検と管理    

管理用道路 管理用道路の設置目的 

 
 

管理用道路の維持管理 

海岸堤防・護岸（保留） 港湾堤防・護岸   

 
 

災害の歴史   

災害の歴史   

被害想定 想定外力の設定 

減災・防災戦略 災害の歴史 被害シミュレーション 

 
 

物的被害の想定 

被害想定 

防災計画 

人的被害の想定 

○ ○ 
ハザードマップ 

避難シミュレーション 

防災施設の整備 

防災計画 

災害復旧・復興対策 

BCP 

△ △ 

防災教育 

危機管理 

防災まちづくり 

生活再建 

リスクコミュニケーション 

災害復旧・復興対策 

 

防災まちづくり 

△ △ 
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プロセス技術 

技術を保有し、「一連の動作として作業を実施できる」状態 

＝スキルがある状態 

 

大

分

類 

中分類 小分類 キーワード 

平

成

26

年

度 

平

成

27

年

度 

実
習
・
演
習

 

点検  損傷状況の把握  

△ ○ 

損傷区分の判定  

点検結果の記録・管理 点検調書の 

記入 

点検業務の計画と管理   

診断  損傷状況の分析  点検調書の 

分析 

〇 ○ 

健全度の評価  損傷度と 

４段階評価 

対策区分の判定  劣化予測と 

工法案の策定 

診断業者との調整・管理    

性能評価  残存保有性能の評価 現状の把握 

 
△ 耐久性能の評価 劣化予測 

使用性能の評価   

補修・補強・更新設計 詳細調査計画の立案  

対策の決定 
 

△ 設計内容の決定  

保全工事内容の決定  

予防保全  詳細調査計画の立案  

対策の決定 〇 ○ 設計内容の決定  

保全工事内容の決定  

マネジメント LCC の算定   

○ ○ 
優先順位の決定   

維持管理政策の立案   

維持管理政策の実施   

災害予防計画 減災・防災戦略の策定  

△ △ 災害応急対策の立案  

災害復旧対策の立案  
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5. 結果 

 全体的な調査結果から、対応済みのところが多く、対応不十分な小分類を減らすことができた。

これにより、対応している項目が平成 26 年度から比べて 33％上昇した。 

 今年度は、新たにトンネルと舗装の設計・施工技術、土木材料の講義の改善によって、カリキ

ュラム表の対応箇所が増加した結果となった。 

 特に、床版の維持管理項目は、対応済みが増えた。 

 上下水道の管理は、いまだ対応不十分の項目があるが、昨年度より対応箇所が増加し、改善さ

れている結果となった。 

 実習・演習では、性能評価および補修・補強・更新設計が昨年度まで対応していなかったが、

今年度は一部改善された結果となった。 

 これらの結果について、岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター内のＣＩ

ＡＭ運営委員会において情報共有するとともに、来年度以降のカリキュラム改善に対する議論

を通じ、カリキュラムのさらなる改善を継続する。 

 

6. 今後の課題 

 災害に関する法令が対応しきれていない部分がある。 

 河川構造物は、設計に関する講義を実施していないにもかかわらず、維持管理の授業を実施し

ているので、改善が必要と考える。 

 下部工の維持管理が対応できていないので、改善していく。 

 その他付属物は、橋梁付属物は対応しているが、道路標識等の構造物には現在対応していない。

今後どのように改善していくか検討を継続する。 

 上・下水道の維持管理および水利施設の維持管理は、管理者の省庁が国土交通省ではないため、

それらの位置づけについて検討する必要がある。 

 ＭＥ養成講座は、健全なインフラを保全するため、総合的なインフラメンテナンス技術を保有

する技術者であり、設計・調査・点検・診断・修繕といったインフラメンテナンスに必要な一

連の知識と技術を保有し、それをもとに地域に貢献できることを目指している。そのため、個々

の要素技術を身につけるだけでなく、アセットマネジメントに基づいて中分類を充実させるこ

とが重要である。 



 
 

 

 

 

 

高度インフラ再生技術者リーダーの育成 

結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 2 月 

 

国立大学法人 岐阜大学 工学部附属 

インフラマネジメント技術研究センター 
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1. 目的 

ＭＥ認定者のさらなるスキルアップをはかり、維持管理業務の効率性を高めるとともに、ＭＥ認

定者自身が蓄積した技術を後進技術者に教授できる高度インフラ再生技術者リーダーを育成する。

リーダー候補者に講師として講義を担当させ、講座受講生にアンケートを実施して評価を受ける。

この調査から、ME 養成講座に必要な講義スキルを探り、リーダーとして必要なリーダーシップ論、

マネジメント論や教授法などを学ぶモデルカリキュラムの開発に反映する。 

2. 実施内容 

2-1. 実施日時 

平成 27 年 12 月 10 日（木） 9:00～12:00 

平成 28 年 1 月 20 日（水） 13:00～18:00 

計 2 回実施（計 5 名の調査） 

 

2-2. 実施場所 

岐阜大学工学部 A431 教室 

 

2-3. 実施方法 
 模擬ＭＥ養成講座形式について、リーダー候補者に講師として講義を担当させ、その講義

内容について協議するとともに、講座受講生にアンケートを実施して評価する 

 実施時間は 90 分である 

 昨年度策定したカリキュラム要素シート表に基づき、講義内容を確認するとともに、評価

基準を設けて評価を実施した。 

 評価者は、インフラマネジメント技術研究所センター教員とした。 

                 

2-4. 評価基準 
① 講義の目的（知ってもらいたいこと）を示しているか 

② アセットマネジメントの観点から、講義の位置づけを示しているか 

③ 具体例を示しつつ、事象を科学的に説明しているか 

④ 社会的にどのような位置づけの話なのか（法的内容も含む） 

⑤ ＭＥに求める資質にこだわり、役立つテーマや情報/材料を講師独自の視点を示しているか  

⑥ 現場実態に精通する技術者だからこそ指摘でき、なおかつ、ＭＥ受講者に知っておいて欲

しい重要事項や、陥りがちな罠・技術的ミスの事例などの視点があるか 
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2-5. 模擬講座実施者 
模擬講座実施者は、平成 27 年度の ME 養成講座において、それぞれ座学の講師をしている

技術者であり、それぞれのリーダー候補者の所属に関連性はない。また、リーダー候補者には、

ME 養成講座で実施している講義について、より伝わりやすい講義にブラッシュアップするた

めに、模擬講義を実施することを説明している。 

 

リーダー候補者と模擬講座題名および模擬講座開催日時 

平成 27 年 12 月 20 日 

順番 時間 リーダー候補者名 模擬講義題名 

1 9:00～10：30 リーダー候補者 A 舗装の設計 

2 10:45～12:15 リーダー候補者 B 舗装の維持管理 

 

平成 28 年 1 月 20 日 

順番 時間 リーダー候補者名 模擬講義題名 

1 13：00～14：30 リーダー候補者 C 水利施設の維持管理 

2 14：45～16：15 リーダー候補者 D 落石対策工 

3 16：30～18：00 リーダー候補者 E 橋梁の点検手法 

 

平成 27 年 12 月実施状況 

 

平成 28 年 1 月実施状況 
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3. 評価の結果 

リーダー候補者名：リーダー候補者 A 

講座名：舗装の設計 

大分類 中分類 小分類 適否 キーワード 

基礎 アセットマネジメント 統計学的アプローチ  ○ データ分析 

数理モデル 

劣化予測 

社会基盤施設の設計・

施工技術および 

関連基準等 

設計・施工技術共通  ○ 荷重 

適用基準 

基準の変遷 

道路舗装の設計 

・施工技術 

 ○ 設計法 

施工技術 

 

ＭＥ養成講座受講者アンケート結果 

平成 27 年度前期（受講者数 32 名） 

チェック項目 強く思う 思う 普通 少し思う 思わない

1 理解できた 12 15 1 1 0 

2 時間配分が適切であった 5 18 5 1 0 

3 資料が見やすかった 13 14 2 0 0 

4 新たな知見が得られた 14 12 3 0 0 

5 今後の業務に役立つ 21 6 2 0 0 

 

平成 27 年度後期（受講者数 32 名） 

チェック項目 強く思う 思う 普通 少し思う 思わない

1 理解できた 5 24 2 1 0 

2 時間配分が適切であった 4 17 8 3 0 

3 資料が見やすかった 14 16 2 0 0 

4 新たな知見が得られた 13 13 6 0 0 

5 今後の業務に役立つ 18 12 2 0 0 
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リーダー候補者名：リーダー候補者 B 

講座名：舗装の維持管理 

大分類 中分類 小分類 適否 キーワード 

社会基盤施

設の劣化と 

その対策 

道路舗装の維持管理 道路舗装の損傷   ○ 損傷事例（変状事例） 
変状のメカニズムとプロセス 
損傷区分 

道路舗装の点検技術  ○ 点検の種類と目的 
点検の手法（近接、遠望、非破

壊など） 
損傷マップ 

道路舗装の診断技術  ○ 構造物の残存性能の評価 
損傷の程度と性能低下の評価 
対策区分 

道路舗装の補修工法  ○ 補修・補強の目的 
補修・補強技術 

実習・演習 点検 損傷状況の把握   ○ 点検調書の記入 

損傷区分の判定  ○

点検結果の記録・管理  ○

点検業務の計画と管理  ○

診断 損傷状況の分析   ○ 点検調書の分析 

健全度の評価  ○ 劣化予測と工法案の策定 

対策区分の判定   ○   

診断業者との調整・ 

管理 

 ○   

 

ＭＥ養成講座受講者アンケート結果 

平成 27 年度前期（受講者数 32 名） 

チェック項目 強く思う 思う 普通 少し思う 思わない

1 理解できた 9 16 0 0 0 

2 時間配分が適切であった 8 12 5 0 0 

3 資料が見やすかった 11 12 2 0 0 

4 新たな知見が得られた 12 13 0 0 0 

5 今後の業務に役立つ 19 5 1 0 0 

 

平成 27 年度後期（受講者数 32 名） 

チェック項目 強く思う 思う 普通 少し思う 思わない

1 理解できた 5 24 2 1 0 

2 時間配分が適切であった 4 17 8 3 0 

3 資料が見やすかった 14 16 2 0 0 

4 新たな知見が得られた 13 13 6 0 0 

5 今後の業務に役立つ 18 12 2 0 0 
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リーダー候補者名：リーダー候補者 C 

講座名：水利施設の維持管理 

大分類 中分類 小分類 適否 キーワード 

基礎 地域特性 岐阜地域の構造物  ○ 構造物の地域分布 
構造物の種類 

アセットマネジメント 統計学的アプローチ  ○ データ分析 
数理モデル 
劣化予測 

社会基盤施設の 

劣化とその対策 

水路構造物の管理 水路を構成する 

構造物 

 ○ 水路本体工 
水門 
許可構造物 
その他 建築設備 
管理道路 

予防保全と対策工  ○ 水路本体工 
水門 
許可構造物 
その他 建築設備 
管理道路 

対策工の点検と管理  ○ 水路本体工 
水門 
許可構造物 
その他 建築設備 
管理道路 

管理用道路  ○ 管理用道路の設置目的 
管理用道路の維持管理 

 

ＭＥ養成講座受講者アンケート結果 

平成 27 年度前期（受講者数 32 名） 

チェック項目 強く思う 思う 普通 少し思う 思わない

1 理解できた 10 19 3   

2 時間配分が適切であった 10 19 2 1  

3 資料が見やすかった 13 16 3   

4 新たな知見が得られた 18 11 3   

5 今後の業務に役立つ 20 9 3   

 

平成 27 年度後期（受講者数 32 名） 

チェック項目 強く思う 思う 普通 少し思う 思わない

1 理解できた 3 24 4 1 0 

2 時間配分が適切であった 6 17 6 3 0 

3 資料が見やすかった 9 16 6 1 0 

4 新たな知見が得られた 11 19 2 0 0 

5 今後の業務に役立つ 11 18 3 0 0 
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リーダー候補者名：リーダー候補者 D 

講座名：落石対策工 

大分類 中分類 小分類 適否 キーワード 

基礎 自然災防止に関

する法令および

関連基準等 

災害に関する法令  ○ 法律制定の経緯 
「土砂災害防止法」 
「砂防法」 
「地すべり等防止法」 
「急傾斜地の崩壊による災害の防止

に関する法律」 

社会基盤施設の 

劣化とその対策 

道路斜面・盛土・ 

切土・擁壁の管理 

災害に関する 

基本事項 

 ○ 自然斜面における災害 
地すべりにおける災害 
土石流 
急傾斜における災害 
落石 
盛土計画と施工後の損傷 
切土計画と施工後の損傷 

点検技術  ○ 不安定斜面区分 
土石流地域の抽出 
落石危険箇所の抽出 

調査・診断技術  ○ 植生 
地盤の風化 
（土石流流域の）不安定区分 
土石流流域と水文 
ハザードマップ 

災害の予防保全と 

対策工 

 ○ 地表・地下水排水工 
砂防施設 
抑制工と抑止工（地すべり） 
抑制工と抑止工（切土崩壊） 
補強土工法 
落石予防工 
落石防護工 
斜面区分 
その他 

ＭＥ養成講座受講者アンケート結果 

平成 27 年度前期（受講者数 32 名） 

チェック項目 強く思う 思う 普通 少し思う 思わない

1 理解できた 9 20 2 0 0 

2 時間配分が適切であった 9 15 6 1 0 

3 資料が見やすかった 15 16 0 0 0 

4 新たな知見が得られた 20 10 1 0 0 

5 今後の業務に役立つ 19 11 1 0 0 

 

平成 27 年度後期（受講者数 32 名） 

チェック項目 強く思う 思う 普通 少し思う 思わない

1 理解できた 6 18 7 0 0 

2 時間配分が適切であった 9 15 6 1 0 

3 資料が見やすかった 17 10 4 0 0 

4 新たな知見が得られた 21 8 2 0 0 

5 今後の業務に役立つ 15 13 2 1 0 
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リーダー候補者名：リーダー候補者 E 

講義名：橋梁の点検手法 

大分類 中分類 小分類 適否 キーワード 

社会基盤施設の 

劣化とその対策 

鋼橋の維持管理  鋼橋の点検技術  ○ 点検の種類と目的 
点検の手法（近接、遠望、非破

壊など） 
損傷マップ 

コンクリート橋

の維持管理 

コンクリート橋の 

点検技術 

 ○ 点検の種類と目的 
点検の手法（近接、遠望、非破

壊など） 
損傷マップ 

橋梁床版の 

維持管理 

橋梁床版の点検技術  ○ 点検の種類と目的 
点検の手法（近接、遠望、非破

壊など） 
損傷マップ 

実習・演習 点検 損傷状況の把握  ○ 点検調書の記入 

損傷区分の判定  ○ 

点検結果の記録・管理  ○ 

点検業務の 

計画と管理 

 ○ 

 

ＭＥ養成講座受講者アンケート結果 

平成 27 年度前期（受講者数 32 名） 

チェック項目 強く思う 思う 普通 少し思う 思わない

1 理解できた 12 16 1 0 0 

2 時間配分が適切であった 11 15 3 0 0 

3 資料が見やすかった 16 13 0 0 0 

4 新たな知見が得られた 18 8 3 0 0 

5 今後の業務に役立つ 20 8 1 0 0 

 

平成 27 年度後期（受講者数 32 名） 

チェック項目 強く思う 思う 普通 少し思う 思わない

1 理解できた 7 20 2 0 0 

2 時間配分が適切であった 7 20 1 1 0 

3 資料が見やすかった 11 15 3 0 0 

4 新たな知見が得られた 8 19 2 0 0 

5 今後の業務に役立つ 14 15 0 0 0 
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4. 結果と考察 

まず、リーダー候補者に講師として講義を担当させ、講座受講生にアンケートを実施して評価を

受けた。また、インフラマネジメント技術研究センター教員が講義を聴講しそれらを 2-4.で示した

評価基準に基づき評価するとともに、カリキュラム要素シート表に基づき、講義内容を確認した。 

5 つの講義について、上記 3．のようにそれぞれの講義内容を分析した。講義内容をカリキュラム

要素シート表に記載することで、だれでも興味のある講義の内容を評価できるとともに、客観的に

講義のコンテンツを示すことができるため、ME 養成講座の中での講義の位置づけを把握できる。

また、コンテンツからキーワードを抽出しておくことによって、関連する講義や重複する講義を抽

出することで、より効率的な講義を展開できる。 

2-4.評価基準を満たすかについて、リーダー候補者それぞれの講義について評価した。その結果、

特に、「②アセットマネジメントの観点から、講義の位置づけを示しているか」および「④社会的に

どのような位置づけの話なのか（法的内容も含む）」が講義内容として構成されていないものがあっ

た。これには、リーダー候補者が講義に慣れていないことの他に、講義時間が短いこと、全体カリ

キュラムの中で、対象の講義にアセットマネジメントがつよく意識されていないことが、理由とし

て考えられる。これに対応するには、ME 養成講座全体として、シラバスを再確認し、講義の構成

を継続的に見直す必要性があることがわかった。 

一方、事業計画書に記載した、「リーダーとして必要なリーダーシップ論、マネジメント論や教授

法などをモデルカリキュラムとして開発し、実証する。」については、モデルカリキュラムを構築す

るに至らなかった。今年度は、リーダー候補者を育成する仕組みとして、ME 取得者は、フィール

ド実習に講師として参加することで、現 ME 講師の講義を間近で聞きながら、講義で話すべきポイ

ント等を確認しつつ、受講者との対話によって、対面講義を予行できる。フィールド実習に講師と

して参加を繰り返すことにより、より具体的な講義の狙いを適切に理解できると考える。模擬講座

を実施したリーダー候補者によれば、はじめて座学の講義を担当するときには、講義で話す内容だ

けでなく、質疑の想定やその回答についての準備などを念入りに実施するため、個人的に大きな負

担となるため、現在のフィールド実習講師の経験を得た上での座学講師への道筋は妥当であるとの

意見が多かった。つまり、リーダー候補者のためのモデルカリキュラムを作らずとも、リーダー候

補者育成を実施できることが実証された。 

また、「リーダー候補者に講師として講義を担当させ、講座受講生にアンケートを実施して評価を

受ける」という計画については、上記アンケート結果の抜粋のとおり、受講者の評価は良好であっ

た、これに対し、模擬講座を評価したインフラマネジメント技術研究センター教員との意見に食い

違いがあることが分かった。これにより、インフラマネジメント技術研究センターが求める ME 養

成講座のレベルは、受講者が求めているものより高いところにあることが把握できたため、今後も

社会のニーズを捉えつつ、より高度で総合的なカリキュラム構成を構築し続ける必要があると再確

認できた。 
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5. まとめ 

事業計画書に記載した、「リーダーとして必要なリーダーシップ論、マネジメント論や教授法な

どをモデルカリキュラムとして開発し、実証する。」については、モデルカリキュラムを構築する

に至らなかった。これについて、リーダー候補者のためのモデルカリキュラムが構築できたとして

も、モデルカリキュラムの開講が困難であることが想像できる。効率的にリーダー候補者を育成す

るには、フィールド実習および座学の補助等を活用して、OJT 的に講師の役割を把握しながら、事

業を進めることが望ましいと考える。 

一方で、これまでの ME 養成講座のフィールド実習の講師である ME 取得者を分析すると、自己

研鑽も含めてフィールド実習講師として参加している ME 取得者も多く、リーダー候補者となれば、

現在のフィールド実習講師の人数が減少することも考えられる。今回の取り組みは、リーダー候補

者を継続的に輩出することが目的であるため、橋梁といった特定の構造物に対してのリーダー候補

者だけでなく、斜面やトンネルをはじめとした幅広いインフラに関するリーダー候補者を育成でき

る効果的な仕組みの構築が必須である。 
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はじめに 
 

本報告書は、平成 27 年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推

進」事業に関して国立大学法人 岐阜大学 工学部附属インフラマネジメント技術研

究センターが実施した｢受講希望者数の増加に対応できる人材育成体制の検討｣結果

を整理したものである。 
検討の実施体制などは以下のとおりである。 
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1. 検討の背景と目的 
 

第１章では、検討の背景と目的について述べる。 

 

1.1 検討の背景 

本学が岐阜県などの協力を得ながらメンテナンスエキスパート養成講座を開講し始めて 7 年

が経過した。平成 28 年 2 月末時点では、講座修了生は●名、別途実施する認定試験合格者は●

名に達している。 

本講座の受講希望者は年々増加傾向にあり、直近 2 回(平成 27 年度前期ならびに後期の各講座)

では、受講定員 20 名程度に対して 60 名程度の受講希望をあった。講座の品質維持ならびに施

設の収容能力の関係からすべての受講希望者の受講を受け入れることはできない。一方では、今

後も受講希望者が増加することも予想される、 

以上の状況から、受講希望者数の増加に対応できる人材育成体制の確保は本事業にとって喫緊

の課題となっている。 

 

1.2 検討の目的 

増大する受講希望ニーズに対応すべく、教育水準を今以上に維持しつつ、より多くの受講希望

者に受講機会を提供できる人材育成体制を検討することを目的とする。 
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2. 講座運営業務内容の確認 
 

第２章では、講座運営業務の内容を整理･確認する。 

 

2.1 講座運営プロセスの確認 

講座運営は下記の 5 プロセスで構成される。 

・講座企画期 ： 開講する講座の内容、実施時期などを企画する 

・受講募集期 ： 募集要項を公表し、受講希望者を募集、選抜する 

・開講手続き期 ： 岐阜大学履修証明プログラムとして講座を開講するための講師手配、教

室ならびにフィールド実習手配などを行う 

・講座開講期 ： 20 日間の講座を開講する 

・認定審査期 ： 認定試験の出願受付、試験実施ならびに認定審査、資格授与などの業務

を実施する。認定試験の実施ならびに認定審査、資格授与などを行う 

 

2.2 講座企画期における主な業務 

講座企画期では、開講する講座の内容や実施時期などを検討する。講座企画期の主な業務内容

を以下に整理する。 

 

2.2.1 開講講座内容の見直し 

直近に開講した講座の講師ならびに受講生の意見や岐阜県などの学外協力機関の要望などを

勘案して、次に開講する講座ならびにその内容の再検討や講座間の内容調整などを行う。 

本センター専任ならびに兼任の教員(教授クラス)が中心となって担当する。 

 

2.2.2 募集要項の見直し･決定 

募集要項の記載内容の見直しを行う。また、募集期間や講座開講期間などのスケジュールも決

定し、募集要項を確定する。 

本センター専任ならびに兼任の教員(教授クラス)と本センター事務局が担当する。 

 

2.3 受講募集期 

受講募集期では、募集要項を公表し、受講希望者を募集、選抜などの業務を実施する。受講募

集期の主な業務内容を以下に整理する。 

 

2.3.1 募集要項の公表 

決定された募集要項を本センターのホームページ上で公表する。あわせて、岐阜県などの学外

協力機関にも通知する。 

本センター事務局が担当する。 

 



 

 

2-2 
2-2 

2-2                          

2.3.2 募集要項に関する問い合わせ対応 

公表した募集要項に関する問い合わせ対応を行う。 

本センター事務局が担当し、随時、本センターのセンター長の判断を仰ぐ。 

 

2.3.3 出願書類受理 

受講希望者の出願書類を受理し、受講資格審査ならびに受講者選抜審査に備える。出願書類に

不備があった場合、出願者に随時、問い合わせなども行う。 

本センター事務局が担当する。 

 

2.3.4 受講資格審査 

受講資格審査を要する受講希望者を選定し、書類審査ならびに面接審査を行う。 

本センター事務局が書類整理、審査日日程調整、合否通知などを担当する。 

本センター専任ならびに兼任の教員(教授クラス)が審査を担当する。 

 

2.3.5 受講者選抜審査 

受講資格を有する全ての受講希望者を対象に、書類審査による受講者選抜審査を行う。審査結

果はメンテナンスエキスパート運営協議会へ速やかに報告する。 

本センター事務局が審査書類整理、審査日日程調整、合否通知、本学工学部事務室への履修証

明プログラム履修生報告などを担当する。 

本センター専任ならびに兼任の教員(教授クラス)が審査を担当する。 

なお、審査結果はメンテナンスエキスパート運営協議会に報告することとなっており、事前に

会議開催日の調整が必要となる。 

 

2.4 開講手続き期 

開講手続き期では、岐阜大学履修証明プログラムとして講座を開講するための講師手配、教室

ならびにフィールド実習手配などの業務を実施する。開講手続き期の主な業務内容を以下に整理

する。 

 

2.4.1 講師手配 

開講する講座(20 日間 80 コマ)の講師の人選ならびに日程調整を行い、本学工学部事務室に講

座担当講師を通知する。 

本センター専任ならびに兼任の教員(教授クラス)が人選を担当する。 

本センター事務局が書類整理、講座担当日の日程調整、本学工学部への通知などを担当する。 

 

2.4.2 設備使用手配 

本学の設備(教室、宿舎、駐車場、その他)を使用するために必要な諸手続きを本学工学部事務

室へ届け出る。 

本センター事務局が担当する。 
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2.4.3 フィールド実習手配 

フィールド実習の実施に向けたフィールド選定と各種手続き、移動手配(バス予約、駐車場確

保、休憩場所確保)、必要な機材の手配などを行う。 

現場に精通した協力機関や民間会社の支援を受けながら本センター事務局が手配を担当する。 

 

2.4.4 受講手続き 

受講が許可された受講希望者による受講手続き、駐車場使用手続き、宿舎手配、本学の身分証

明書発行などの手続きを行う。 

本センター事務局が担当する。 

 

2.4.5 講義資料の準備 

講師から講義資料を受領し、講義配布資料を印刷する。 

直近の講座では受講生(32 名)と講師ならびに予備分として、20 日間 80 コマの講義資料として

一人当たり約 3,000 ページ分の資料を準備した実績がある。 

本センター事務局が担当する。 

 

2.5 講座開講期 

講座開講期では、20 日間の講座を開講する。講座開講期の主な業務内容を以下に整理する。 

 

2.5.1 教室の開場ならびに閉場 

朝 7:30 に教室を開場して受講生を受け入れる。また、1 日の講座終了後では、受講生の自習

部屋として教室を開放していることから、18:00 以降で受講生すべての退室が完了した際に教室

を閉場する。熱心な受講生が多いことから 21:00 以降まで自習部屋として利用されることもある。 

本センター事務局が担当する。 

 

2.5.2 講義資料配布 

講座が行われる前週までに講義資料の印刷を完了しておくことを基本としているが、講師の都

合により前日に資料データが事務局に提出されるケースも多々ある。 

これらの講義資料を講座前日の教室閉場時には教室に搬入し、配布の準備を整える。 

本センター事務局が担当する。 

 

2.5.3 点呼ならびに健康チェック、連絡 

毎日、朝礼時に全受講生の点呼を行う。また、健康チェックシートを事前に配布しており、提

出を求めて健康状態を確認している。これまでには疲労蓄積が原因と推測される体調不良者も発

生しており、事務局による積極的な健康チェックが早めの異常検出に効果を果たしている。 

朝礼時ならびに終礼時は随時連絡事項も伝達している。 

本センター事務局が担当する。 
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2.5.4 レポート回収･整理、講座担当講師への発送、返却 

すべての講座に対して下記 2 種類のレポート提出を必須要件としている。 

・レポート ： 専門技術分野の理解度を確認するために、講義内容を整理すると共

に、講師への質問も記述する。全員のレポートは講座毎に担当講師

が確認し、必要に応じてコメントや回答を返す。全受講生のレポー

トを確保してから講座担当講師へ提出するため、1 名でも未提出の

場合、講座担当講師への発送や受講生への返却が遅れることになる。 

  なお、レポートは電子データ(MicrosoftWord)を USB メモリーに格

納して提出することとしており、全ての USB メモリーから電子デ

ータを読み取り、集約する作業が発生する。 

・気付き発見シート ： 技術的分野に限らず、新たな発見や知識獲得、再認識した事項など

を整理して、受講生自らが成長を自覚する契機とする。本シートは

本センター事務局が全ての内容を確認し、講座内容に限らず、受講

生のニーズ確認に活用している。 

  なお、レポートは手書きの紙媒体で提出することとしており、全レ

ポートをスキャンして PDF データ化する作業が発生する。 

毎日、2~4 講座に対して全受講生が提出する 2 種類のレポートを回収本センター事務局が担当

する。 

 

2.5.5 講師歓送迎ならびに案内 

学外講師を最寄り駅から教室まで歓送迎ならびに案内する。 

1 コマ目の担当講師を迎える場合、教室開場と業務が重複することから複数名の事務局が分担

する必要がある。 

本センター事務局が担当する。 

 

2.5.6 修了者の通知 

本学が開講する 4 週間 80 コマの履修証明プログラムは、全講座の受講ならびに全てのレポー

ト提出を修了要件としている。修了するものには岐阜大学長による修了証明がなされるため、工

学部事務室へ修了見込み者を通知し、修了認定を受ける。 

本センター事務局が学部事務室へ修了見込み者を通知する。 

工学部事務室が修了証明手続きを担当する。 

 

2.6 認定審査期 

他方、岐阜大学長が認定する資格｢メンテナンスエキスパート(ＭＥ)｣は、履修証明プログラム

の修了生のみが受験できる資格であり、メンテナンスエキスパート養成講座とあわせて認定審査

を実施している。 

この認定審査では、認定試験の出願受付、試験実施ならびに認定審査、資格授与などの業務を

実施する。認定審査期の主な業務内容を以下に整理する。 
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2.6.1 認定試験出願受付 

メンテナンスエキスパート養成講座終了から 3 週間後を目途に履修生からの出願を受け付け

る。 

本センター事務局が担当する。 

 

2.6.2 筆記試験実施 

メンテナンスエキスパート養成講座終了から 4 週間後を目途に本学内で筆記試験を実施する。 

本センター事務局が試験会場設営、問題用紙ならびに答案用紙準備を担当する。 

本センター教員が試験監督ならびに採点を担当する。 

 

2.6.3 面接試験実施 

筆記試験後 1 週間を目途に本学内で面接試験を実施する。 

本センター事務局が試験会場設営、発表資料回収･印刷･配布、採点結果集約を担当する。 

本センター教員が採点を担当する。 

 

2.6.4 合格審査 

筆記試験ならびに面接試験の採点結果に基づき、合否を判定する。 

本センター専任ならびに兼任の教員(教授クラス)がＭＥ審査会で審査を担当する。 

また、審査結果はＭＥ運営協議会へ速やかに報告するとともに、工学部事務室に通知し、資格

｢メンテナンスエキスパート(ＭＥ)｣の岐阜大学長による認定手続きを行う。 

書類作成や各関係機関への連絡は本センター事務局が担当する。 

 

2.6.5 授与式 

資格｢メンテナンスエキスパート(ＭＥ)｣の岐阜大学長による認定授与式を執り行う。 

本センター事務局が試験会場設営、授与証の手配を担当する。 

工学部事務室が授与証発行手続きを担当する。 
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3. 事業費の整理 
 

第３章では、講座１期の運営に要する事業費を概算する。 

 

講座１期の運営に要する事業費(概算)は以下の通りである。 

平成 27 年度はこれらの事業費を下記 2 つの財源により賄ってきた。 

 岐阜県委託業務 

 文部科学省委託業務：平成 27 年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推

進」事業 

また、講義資料代やフィールド実習費(入館料、●●など)は受講生から料金を徴収(実費精算)し

た。 

 

表 1 事業費概算 

 項目名 概算(千円) 備考 
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4. 講座運営スケジュール 
 

第４章では、講座運営スケジュールを整理･確認する。 

 

4.1 基本スケジュールの確認 

1 回の講座を運営する場合のスケジュール全体を表 2 に示す。 

一連のプロセスを約 6 ヶ月で完了することになる。 

 

4.2 年間スケジュール試案 

1 年間に複数回の講座を運営する場合のスケジュール案を表 3 に整理する。 

講座運営者(大学)ならびに受講者(行政関係者、民間業者)の年間予定や主な行事等を踏まえた

講座運営環境について整理すると次のようになる。 

 

4.2.1 講座運営者(大学) 

講座運営者である大学は、1～3 月に大学入学試験ならびに卒業論文発表審査などがあり、配

慮を要する。 

 

4.2.2 受講者(行政関係者、民間業者) 

行政関係者は年度初めの異動があるため、現行前期の受講希望が難しい場合がある。 

民間業者は業界慣例的に 1～3 月が繁忙期となり、受講希望は非現実的と言える。 

 

4.2.3 主な行事等 

8 月中旬に盆休みがある。 

また、12 月辺りから春先までは降雪も予想され、フィールド実習やその移動に不適と言える。 
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表 2 基本スケジュール 

経過月 経過週

1

2

3

1 4

5 募集要項の公表 講師手配　設備使用手配　フィールド実習手配

6 募集要項に関する問い合わせ対応

7

2 8

9 出願書類受理

10

11 受講資格審査 講義資料の準備

3 12 受講者選抜審査

13 受講手続き

14

15

4 16

17

18

19

5 20

21

22

23

6 24

認
定
審
査
期

授与式

筆記試験実施

認定試験出願受付

面接試験実施　合格審査

開
講
手
続
き
期

開講講座内容の見直し
募集要項の見直し･決定

業務項目

講
座
企
画
期

受
講
募
集
期

講
座
開
講
期

　　　　　　修了者の通知

教室の開場ならびに閉場　講義資料配布　点呼ならびに健康チェック、連絡
レポート回収･整理、講座担当講師への発送、返却　講師歓送迎ならびに案内
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表 3 年間スケジュール 

月 講座運営者(大学) 行政関係者 民間業者 その他 現行前期 現行後期 第３期

12 積雪によりフィールド実習困難

1 入試 繁忙期

2 入試･卒論審査 繁忙期

3 入試 繁忙期 繁忙期

4 人事異動

5

6 講座開講期

7

8 盆休み 盆休み 盆休み 盆休み

9

10

11 講座開講期

12 積雪によりフィールド実習困難

1 入試 繁忙期

2 入試･卒論審査 繁忙期

3 入試 繁忙期 繁忙期

講座開講期
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5. 受講希望者数の増加に対応できる人材育成体制の確保に向けた課題

と対応策案 
 

第４章では、受講希望者数の増加に対応できる人材育成体制の確保に向けた課題と対応策案

について述べる。 

 

5.1 課題 

現状の体制で受講希望者数の増加に対応した際に予想される課題について述べる。 

 

5.1.1 1 講座あたり受講者数の増加 

1 講座あたり受講者数は、これまでに 20 名程度から 25 名程度に増員し、現在の 30 名程度に

段階的に増加させてきた。 

これらのプロセスでは、施設収容力ならびに講義品質維持の面で問題が懸念されている。例え

ば、教室に多人数の受講生を収容した場合、講師の目が行き届かないケースや、講師の表情なら

びにスクリーンが見え辛くなるケースが発生する。 

また、多人数が現地でフィールド実習を行う場合でも、講師の目が行き届かないケースや、講

師の説明が聞き取りにくくなるケースが発生する。また、移動手段や駐車場、休憩場所の確保が

困難となる。 

本講座は教室や現地で講師の解説を直接見聞することにより、高度な技術の伝承を実現してお

り、これらの問題は講座の本質に関わる重大事項である。 

 

5.1.2 1 講座複数クラス編成による受講者数の増加 

1 講座あたり受講者数を 20～30 名程度として施設収容力ならびに講義品質維持に関わる問題

を回避しつつ、クラスを複数に増加させることで受講者数増加を図る手法も考えられる。 

この場合、2 クラスを隣接する複数の教室で受講させ、一教室は講師による直接講義、残る一

教室はプロジェクターによる映像中継講義とするケースや、時間割り編成を 2 通り準備し、講師

は同じ講義内容をそれぞれの教室で連続して行い、講師による直接講義を維持するケースが考え

られる。 

前者の対応では、プロジェクターによる映像中継講義が講座の品質に与える影響が懸念される

点、2 クラス間で教育機会が均等とならない点が問題となりうる。 

後者の対応では、講師の負担が倍増する点、カリキュラム構成上、講義の順序を前後入れ替え

ることが好ましくない科目があり、講師の都合も考慮すると日程調整が難航すると予想される点

が懸念される。 

 

5.1.3 1 年間の講座開講回数の増加 

1 講座あたり受講者数を 20～30 名程度として施設収容力ならびに講義品質維持に関わる問題

を回避し、さらには講師の負担増を回避しつつ、受講者数増加を図る手法として、1 年間の講座

開講回数を増加する手法が考えられる。 
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この場合、前章の表 3 で整理したように、第 3 の講座開講の可能時期が限られる。講師との日

程調整が難航することに加え、3 期分の講座運営業務が一時的に重複する懸念もある。 

 

5.1.4 超過勤務の常態化 

開講手続き期から講座開講期の期間では、講義資料の準備として 1 日当たり 5,000 枚程度の資

料印刷が必要となる。事務局が使用する複写機(CANON iR-ADV C5045F)の連続複写速度(A4

サイズ：45 枚/分)では、印刷所要時間は約 2 時間と推定できるが、現場では用紙補給や紙詰まり

が頻発する。このような問題から複写の管理が大きな負担となり、日常業務も含めた他業務への

圧迫要因となり、超過勤務の原因となる場合がある。 

講座開講期では、施設開場(毎朝 7:30)ならびに閉場(18～21 時過ぎ)が必須となるため、複数名

の事務局職員が分担して対応しなければ超過勤務が避けられない。また、USB メモリーによる

レポート提出に伴い、全ての USB メモリーから電子データを読み取り、集約する作業が発生す

る。これら一連の作業の所要時間から全データの集約に要する作業時間は 3 時間となる。この作

業は、日常業務に加え講座開講期に発生する各種業務と調整しながら毎日対応しなければならず、

日常業務も含めた他業務への圧迫要因となり、超過勤務の原因となっている。 

 

＜全ての USB メモリーから電子データを読み取り、集約する一連の作業の所要時間＞ 

・メモリーの認識→データ複写→データオープン→内容確認ならびに文字データの複写→デー

タクローズ→メモリー抜き取り：3～5 分 

・全 USB メモリーの処理：90～160 分 

・講座担当講師提出用データの整理：5～20 分 

※複数のコマで 1 レポートの提出となる場合(例：理論と演習の 2 授業で 1 セットとなってい

る場合など)では、取り扱うデータ数が少なくなる。 

 

5.2 対応策の立案 

前述の課題を踏まえた対応策案について述べる。 

 

5.2.1 事務局運営体制の強化 

現行で既に事務局の超過勤務が避けられない状態となっている。 

施設開場(毎朝 7:30)ならびに閉場(18～21 時過ぎ)に起因する問題については、対応可能な職員

を複数名配置し、時差出勤による超過勤務の回避が雇用者責任の観点からも必要と言える。 

レポート回収に伴う電子データの確認･集約作業については、例えば受講生が本センターホー

ムページ上に指定するフォーマットに文字データを登録し、電子処理的にレポートを集約整理す

るシステムを導入すれば、大幅な負担軽減が期待できる。このためにはホームページ上のシステ

ム構築に加え、教室に無線 LAN を整備し、多人数が一斉にシステムにアクセスした場合にも対

応できる環境を整備することも必要となる。 

これらの対応策を講じることで、事務局の負担軽減をある程度実現可能と期待できる。 
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5.2.2 講師候補の増員 

講座複数クラス編成による受講者数の増加あるいは 1 年間の講座開講回数の増加を図った場

合、講師の手配が難航することが懸念される。 

そこで、本講座修了生(メンテナンスエキスパート認定者)の中から講師を担当できる人材を育

成し、講師候補を増員して調整が難航した際の回避策として備えることが一案となる。 

この際、講義品質の維持に支障を来たさない講師の選定が必須である。 
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6. おわりに 
本報告書では、増大する受講希望ニーズに備えて、教育水準を今以上に維持しつつ、より多く

の受講希望者に受講機会を提供できる人材育成体制を検討した。 

その結果、事務局の負担軽減(超過勤務回避)ならびに講師の日程確保への対策が必要であること

が確認でき、対応策も立案した。 

今後は、受講希望者の動向や関係機関との調整も踏まえながら、多くの受講希望者に受講機会

を提供できる現実的な方策を適宜、検討･選択することが不可欠と言える。 
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安全・安心な国土形成から元気な地方を！ 

「続・安全な“みち”のために」 

報告書 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 2 月 

 

 

国立大学法人 岐阜大学 工学部附属 
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1. シンポジウム主旨 

社会資本の維持管理手法が問われるなか、点検・診断・補修技術を有する土木技術者が全国的に不足している。

岐阜大学をはじめ、長崎大学・山口大学・愛媛大学・長岡技術科学大学・舞鶴工業高等専門学校では、それぞれ

の地域で、高度な技術を身につけるための土木技術者の養成講座を実施している。シンポジウムでは、各大学に

おける活動に関する情報を共有しながら地域のニーズに応えられる技術者の育成について考える。 

 

2. シンポジウム内容 

2-1.  日時 

平成 28 年 1 月 29 日 （金） 13:30～17：20 

 

2-2.  開催場所 

中電ホール(名古屋市東区東新町 1) 

 

2-3.  共催・後援 

共催：愛媛大学・長岡技術科学大学・長崎大学・山口大学・舞鶴工業高等専門学校 

後援：国土交通省中部地方整備局・岐阜県・土木学会中部支部・地盤工学会中部支部 

岐阜社会基盤研究所・岐阜県建設業協会・岐阜県測量設計業協会 

東海圏減災研究コンソーシアム 

 

シンポジウムの様子 辻氏のあいさつの様子 
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2-4.  プログラム 

13:30-13:35 開会の言葉 岐阜大学工学部 工学部長 六郷 惠哲 

13:35-13:50 来賓挨拶 文部科学省高等教育局専門教育課  

課長補佐 辻 直人 氏 

13:50-14:10 話題提供 国土交通省中部地方整備局  

道路部 地域道路調整官 宮内 秀弘 氏 

14:10-14:25 事業説明 岐阜大学工学部附属 

インフラマネジメント技術研究センター  

センター長 沢田 和秀 

14:25-14:45 事業報告  

「愛媛大学 ME 養成講座について」

愛媛大学大学院 教授 森脇 亮 氏 

休憩（15 分） 

15:00-15:50 基調講演  

「世界の未舗装道路を住民と直す

〜住民へのチャリティから住民の

ビジネスへの転換〜」 

京都大学 教授 木村 亮 氏 

15:50-16:50 ME・道守 活動報告  五大学修了生代表 

16:50-17:10 講評 長崎大学大学院工学研究科 

インフラ長寿命化センター  

センター長 松田 浩 氏 

17:10-17:20 閉会の言葉 長岡技術科学大学 特任教授 丸山 久一 氏

 

2-5.  参加者数 

総   勢 ： 139 名

来   賓 ： 3 名

行 政 関 連 ： 18 名

建 設 関 連 ： 18 名

民 間 企 業 ： 1 名

大 学 関 連 ： 5 名

Ｍ Ｅ ・ 道 守 ： 64 名

参画機関大学： 35 名
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3. シンポジウムアンケート結果 

3-1.  シンポジウム開催について 
このシンポジウムの開催をどのように知りましたか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新聞 ちらし/ポスター 岐阜大学ＨＰ 友人・知人 その他 

1 9 5 24 28 

 
 
 
 

3-2.  話題提供 
道路の老朽化に関する取り組みと平成２６年度点検結果について」についてお尋ねします 
国土交通省中部地方整備局 地域道路調査官 宮内秀弘 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変参考になった 参考になった どちらとも言えない 参考にならなかった  

20 43 3 0  

30%

65%

5%

0%

大変参考になった

参考になった

どちらとも言えない

参考にならなかった

2%

13%

7%

36%

42%

新聞

チラシ・ポスター

岐阜大学HP

友人・知人

その他( ME・本人）
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3-3.  事業説明についてお尋ねします 
    岐阜大学 工学部附属インフラマネジメント技術研究センター センター長 沢田和秀 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変参考になった 参考になった どちらとも言えない 参考にならなかった  

18 44 4 0  

 

 

 

 

3-4.  事業報告 
「愛媛大学ＭＥ養成講座について」についてお尋ねします 

   愛媛大学大学院理工学研究科 環境建設工学コース 教授 森脇 亮 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変参考になった 参考になった どちらとも言えない 参考にならなかった  

24 39 5 0  

 

35%

57%

8%

0%

大変参考になった

参考になった

どちらとも言えない

参考にならなかった

28%

70%

2%

0%

大変参考になった

参考になった

どちらとも言えない

参考にならなかった
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3-5.  基調講演 
「世界の未舗装道路を住民と直す～住民へのチャリティから住民のビジネスへの転換～」 
についてお尋ねします 

   京都大学大学院工学研究科 教授 

   NPO 法人 道普請人 理事長 木村亮 氏 

         
 

大変参考になった 参考になった どちらとも言えない 参考にならなかった  

54 11 0 0  

 

 

 

木村先生講演の様子 

 

 

 

 

 

 

 

83%

17% 0%

0%

大変参考になった

参考になった

どちらとも言えない

参考にならなかった
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3-6.  本日のシンポジウムについて感想をお聞かせください 
 遊び心の大事さ 

 勉強になった。 

 色々な意味で「頑張らなければ」と思った 

 今後も継続して欲しい 

 自助共助の大切さを再確認できた 

 また参加したい・来年も参加したい 

 他の地区の維持管理を勉強することができ参考になった。また、木村先生の講演は非常におもしろ

い講演だった。今後もこういった講演を行って欲しい 

 各地で開催されたら色々な特色が見れて楽しいのかなと感じた 

 モチベーションアップになった 

 QPML の気概の重要性を知りました 

 ME/道守認定後の活動に関して、具体的な報告・課題などを聞かせてほしかった 

 全国各地での取組みを知る事ができて勉強になりました 

 大変楽しかった 

 ME のワークショップは必要と思うが、ME の活動報告は事前に仕上げ、プレゼンの練習をしておい

た方がよい（ワークショップで発表者を決めるのは再考） 

 資料に次第がなかった 

 更に全国に向けたアピールの場としていくことが必要！（今はまだ内向きでしかない） 

 「続」ですので、もう一歩先への話がればよかった。例・各大学の活動内容は、前回もあった→各

大学のローカルカリキュラムはどうあるべきか、各大学の共通カリキュラムはどうあるべきかの議

案・提案 etc 

 同じような壁にぶつかり、同じような悩みをかかえてる事がわかり、有意義でした  

 ME 同士のつながりが作れてとても良かったです 

 ME の活動内容がよく解らなかった 

 今回のシンポジウムを聞いて概要が分かった 

 一般人を多く参加していただく 

 専門性は、一定以上レベルをキープする 

 木村先生の夢のあるスケールの大きいお話に感動しました 

 若い人に先生の思想を広げたいと思いました 

 道路構造物の維持補修に対しての取組みについて勉強になった 

 木村先生の講演もとても楽しく、行動することが大切だと感じました 

 ME 認定者は増加しているが、その認知度は、広がりがあるものの、また不充分に感じます。（シン

ポジウム参加者が少ない） 

 ME の活動も含め広報活動も重要に感じます 

 PDCA→QPCI 
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3-7.  今後、道守・ＭＥの受講についてお尋ねします 

        

 

受講してみたい 関係者を受講させたい 活動に興味がある 受講は考えない 既に受講済み その他 

7 15 6 1 33 4 

 

回答の理由 

 自己研鑽ができる 

 ネットワークが広がる 

 非常に役に立つ内容だから 

 興味が持てた 

 どんな活動をしてるのか気になったから 

 世界が広がると思います 

 ME の認知度を上げ、広めて行きたいので 

 貴重な経験です 

 社内若手技術者育成 

 今後、更に必要になると考えるため 

                                      

回答数 ６６件 

 

11%

23%

9%
1%

50%

6%

受講してみたい

関係者を受講させたい

活動に興味がある

受講は考えない

既に受講済み

その他



8 
 

4. ＭＥ・道守修了生によるワークショップ 

4-1.  日時 
平成 28 年 1 月 28 日（木） 13:00～17:30 

 

4-2.  開催場所 
TKP 名古屋カンファレンスルーム２（名古屋市中区栄 3-2-3 名古屋日興証券ビル） 

 

4-3.  プログラム 
13:00-13：05 開会の挨拶 岐阜大学工学部附属 

インフラマネジメント技術研究センター  

センター長 沢田 和秀 

13:05-14:00 記念講演 

『東大震災後の今』について 

刈谷建設(株)  

取締役次長 上野 裕矢 氏  

（岩手県建設業協会） 

14:00-14:20 話題提供 

「岐阜県のＭＥ活用の取り組み 

について」 

岐阜県県土整備部道路維持課  

道路管理企画監  奥田 雅之 氏 

（休憩 10 分） 

14:30-14:50 各大学での話し合い （持ち寄った題材を使って、大学ごとに活動内容をまとめる）

14:50-15:30 各大学によるＭＥ活動報告（10 分×4） 

（休憩 10 分） 

15:40-15:50 コミュニケーションワークショップ（各グループに分かれて） 

15:50-16:35 ワークショップ  

16:35-17:15 グループ発表「継続していくための課題と準備、今後の進め方について」 

17:15-17:30 翌日の準備等  

17:30 閉会のあいさつ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       上野氏ご講演の様子            ワークショップの様子 
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4-4.  参加者数 

総   勢 ： 75 名

来   賓 ： 2 名

行 政 関 連 ： 4 名

建 設 関 連 ： 1 名

長 崎 道 守 ： 5 名

愛 媛 Ｍ Ｅ ： 9 名

岐 阜 Ｍ Ｅ ： 26 名

Ｍ Ｅ 新 潟 ： 6 名

参画機関大学： 22 名

 
 

5. 添付資料 

5-1. シンポジウム案内 

5-2. シンポジウム抄録 

5-3. ＭＥ・道守活動報告 
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このシンポジウムは、文部科学省「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業
「地域ニーズに応えるインフラ再生技術者育成のためのカリキュラム設計」コンソーシアムシンポジウムとして開催します。

連絡先
岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター（CIAM）

http://www1.gifu-u.ac.jp/~ciam/
TEL.058-293-2419
E-mail  ciam-secretary@gifu-u.ac.jp

基調講演

世界の未舗装道路を住民と直す
〜住民へのチャリティから住民のビジネスへの転換〜

京都大学 教授　木村 亮
まこと

 氏

2016.1.29金 13:30〜17:20（受付12:30〜）

主催：	岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター
共催：	長崎大学／愛媛大学／長岡技術科学大学／山口大学／舞鶴工業高等専門学校
後援：	国土交通省中部地方整備局／岐阜県／岐阜社会基盤研究所／岐阜県建設業協会／岐阜県測量設計業協会／
	 東海圏減災研究コンソーシアム／土木学会中部支部／地盤工学会中部支部

会　 場	 中電ホール （愛知県名古屋市東区東新町1）

アクセス	 名古屋市営地下鉄東山線「栄」駅5番出口より東へ徒歩5分

参加費

無料
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5-1　シンポジウム案内

soga
タイプライターテキスト

soga
タイプライターテキスト

soga
タイプライターテキスト

soga
タイプライターテキスト



◆FAX専用参加申込み用紙◆
フリガナ

氏　　名

連 絡 先
ご所属先	 ：

 T　E　L 	 ：

懇親会　会費 5,000 円
時間：18:30 〜 20:30
場所：ラグナヴェール名古屋
　　　愛知県名古屋市東区東桜 1-1-10

参 加 ： 　　有 　　・ 　　無
＊懇親会申込みは、準備の都合上1/25（月）締切とさせていただきます。

＊いただきました個人情報は関連開催行事等のみに利用させていただきます。

岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター（CIAM）

TEL.058-293-2419 
E-mail  ciam-secretary@gifu-u.ac.jp　http://www1.gifu-u.ac.jp/~ciam/

FAX または E-mail でお申込みください

プ
ロ
グ
ラ
ム

FAX.058-293-2419
E-mail  ciam-secretary@gifu-u.ac.jp

岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター宛

「続・安全な“みち”のために」シンポジウム

連絡先

13:30-13:35 開会の言葉
岐阜大学工学部
工学部長　六郷 惠哲

13:35-13:50 来賓挨拶
文部科学省高等教育局専門教育課
課長補佐　辻 直人 氏

13:50-14:10 話題提供
国土交通省中部地方整備局　道路部
地域道路調整官　宮内 秀弘 氏

14:10-14:25 事業説明
岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター
センター長　沢田 和秀

14:25-14:45 事業報告 「愛媛大学ME養成講座について」
愛媛大学大学院　教授　森脇 亮 氏

休憩（15 分）

15:00-15:50 基調講演 「世界の未舗装道路を住民と直す〜住民へのチャリティから住民のビジネスへの転換〜」
京都大学 教授　木村 亮 氏

15:50-16:50 ME・道守
活動報告 五大学修了生代表

16:50-17:10 講評
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター
センター長　松田 浩 氏

17:10-17:20 閉会の言葉
長岡技術科学大学
特任教授　丸山 久一 氏

長崎道守、岐阜ＭＥ、愛媛ＭＥ、新潟ＭＥ、山口ＭＥ
修了生によるワークショップ

日時：平成28年1月28日（木曜日）13:00～17:30
場所：TKP名古屋カンファレンスルーム2
　　　（愛知県名古屋市中区栄3-2-3 名古屋日興証券ビル B2）

最寄り駅：名古屋市営地下鉄東山線「栄駅」8番出口 丸栄南

特別講演｜東日本大震災後の今について｜

刈屋建設株式会社 取締役次長

上野 裕矢 氏



Gifu
Kyo
to

Ehim
e

Niig
ata

Yam
agu
chi

Nag
asak
i

続・
安
全
な

 “
み
ち
”

の
た
め
に

2016.1.29金
13:30〜17:20（受付12:30〜）

主催：	岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター
共催：	長崎大学／愛媛大学／長岡技術科学大学／山口大学／舞鶴工業高等専門学校
後援：	国土交通省中部地方整備局／岐阜県／岐阜社会基盤研究所／岐阜県建設業協会／岐阜県測量設計業協会／
	 東海圏減災研究コンソーシアム／土木学会中部支部／地盤工学会中部支部

会　 場	 中電ホール （愛知県名古屋市東区東新町1）

アクセス	 名古屋市営地下鉄東山線「栄」駅5番出口より東へ徒歩5分

安
全
・
安
心
な
国
土
形
成
か
ら
元
気
な
地
方
を
！

　
社
会
資
本
の
維
持
管
理
手
法
が
問
わ
れ
る
な
か
、

点
検
・
診
断
・
補
修
技
術
を
有
す
る
土
木
技
術
者
が

全
国
的
に
不
足
し
て
い
る
。
岐
阜
大
学
を
は
じ
め
、

長
崎
大
学
・
山
口
大
学
・
愛
媛
大
学
・
長
岡
技
術
科

学
大
学
・
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
、
高
度
な
維
持
管
理
技
術
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
技
術
者
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
各
大
学
に
お
け
る
活
動
に
関

す
る
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
技
術
者
の
育
成
に
つ
い
て
考
え
る
。

soga
タイプライターテキスト
5-2　シンポジウム抄録

soga
タイプライターテキスト
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継続していくための課題と準備、
今後の進め方について

Part1 各大学による発表

Part2 ワークショップの報告

Ehime・Gifu・Yamaguchi・ＭＥNiigata＆ Nagasaki道守

修了生による発表

2016.1.29

修了生 代表

文部科学省「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業

－安全・安心な国土形成から元気な地方を！－「続：安全な“みち”のために」

Part．1 各大学の発表

2

Part 1． 各大学の発表

継続していくための課題と準備、
今後の進め方について

⻑崎道守

⻑崎道守 吉川國夫

Part．1 各大学の発表

4

５大学コンソーシアム 2016.1

1. ⻑崎道守

soga
タイプライターテキスト
5-3　ＭＥ・道守活動報告

soga
タイプライターテキスト



Part．1 各大学の発表

5

５大学コンソーシアム 2016.1

1. ⻑崎道守
Part．1 各大学の発表

6

概要

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

地元企業 長崎県

・インフラの維持管理 長寿命化
・将来の道守の育成 事業の継続性

長 崎 県 の 地 域 活 性 化

長崎大学

道守養成
ユニット

一般市民 団塊世代退職者

地元企業職員・ＯＢ 地元自治体職員・ＯＢ対

象

者

Part．1 各大学の発表

7

概要

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

Part．1 各大学の発表

8

認定後の活動

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

～道守補の場合～

① インフラ構造物の異常の通報

② 道路パトロールもしくは清掃活動への参加

③ 長崎県・OB・道守の合同点検、特定橋梁点検への参加

④ 講義･演習･実習への講師としての参加

⑤ 維持管理に関する講習会・研修会・講演会に参加

～特定道守・道守の場合～

上記に加え指定した課題に対する調査研究報告書の提出

４年に４回以上参加⇒４年後更新



Part．1 各大学の発表

9

養成⼈数

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

養成コース 平成27年度4⽉
現在の認定者数

道守 11名
特定道守 32名
道守補 152名

道守補助員 255名
合計 450名

Part．1 各大学の発表

10

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

Part．1 各大学の発表

11

道路の異常を通報

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

国、県、市、町の道路管理者

道守認定者

長崎大学大学院工学研究科
インフラ長寿命化センター

道守シート

道守シート 対応シート

対応シート

異常の発見

Part．1 各大学の発表

12

道守シート

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

ポットホール

補修完了

道守シート提出

管理者へ連絡

対応完了連絡



Part．1 各大学の発表

13

通報システム

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

各種情報の入力 位置情報の入力（GPS）通報の対応状況の確認

ログイン画面 通報をクリック

Part．1 各大学の発表

14

道路⾒守り活動に参加

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

愛護団体

「道守養成ユニット

長崎地区」

平成２４年６月設立

活動内容
平成24年度

（6月、8月、10月、12月）
平成25年度

（6月、10月、2月、3月）
平成26年度

（5月、9月、10月、12月）

・道路清掃
・道路点検

Part．1 各大学の発表

15

点検活動に参加（橋梁・防災・トンネル）

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

三者合同点検
長崎県職員、県職員OB、道守認
定者の三者合同で実施する点検
（H24年～）

Part．1 各大学の発表

16

講師を担当

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

■道守補助員コース・・・30名
講義「コンクリート構造物について」「鋼構造物について」「道路・斜面・トンネルについ
て」の講師

■道守補コース・・・16名
「点検演習」での非破壊機器の原理説明や使い方の指導担当、現場実習の講師補助

■工業高校インフラ長寿命化体験・・・115名
「点検演習」での非破壊機器の原理説明や使い方の指導、現場実習の点検指導



Part．1 各大学の発表

17

課 題
●⼀部の認定者のみの活動になっている
●認定者が集まる機会が少ない

道守の活性化に向けて
●⻑崎地区の活動を県内全域に普及
●認定者同⼠を「つなげる」イベント
●道守の活動を知ってもらう︕︕

1. ⻑崎道守

５大学コンソーシアム 2016.1

愛媛ＭＥ

愛媛県イメージアップキャラクター

みきゃん

愛媛ＭＥ 相原 博紀

社会基盤メンテナンス
エキスパート（愛媛ME）
認定までの流れ

まず。。。

19

アセットマネジメント

社会資本とアセットマネジメント
アセットマネジメント概論
アセット情報の収集及び管理
ライフサイクルコスト概論
リスクマネジメント概論

橋梁

橋梁の設計と維持管理
劣化予測・評価方法
耐震補強設計・補修設計
コンクリート・鋼橋の損傷と対策
橋梁の点検方法
構造物の基礎工の設計

土質・斜面構造物

健全度評価
土質構造物の設計と浸透
斜面・構造物の維持管理
擁壁の設計と維持管理
補強土

トンネル

トンネルの維持管理
トンネルの点検方法

河川

河川の維持管理
河川の点検方法

災害関連

洪水被害の概要と対策
土砂災害の概要と対策
地震発生の被害と対策
津波発生と被害想定

フィールドワーク

①橋梁の維持管理
②擁壁・斜面の維持管理
③トンネルの維持管理
④下水道の維持管理

ワークショップ

道路

道路法の改正と道路保全
舗装設計と維持管理

ＭＥ養成講座 講義内容

特別講義（懇親会）

→ １期生：９０時間以上、２期生120時間以上の講義

橋梁 トンネル 斜面・擁壁

１期生26名、２期生22名 全員合格！！

筆 記 試 験
ﾌﾟﾚｾﾞﾝ試験



21

講義
演習

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ〔擁壁・斜面の維持管理〕

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ
〔ﾄﾝﾈﾙの維持管理〕

受講状況

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ〔橋梁の維持管理〕

社会基盤メンテナンス
エキスパート（愛媛ME）
としての活動

続いて。。。

22

 コンソーシアムシンポジウム

「安全な“みち”のために」への参加：１期生

日 時：平成27年２月27日（金）13：00～
会 場：今池ガスホール〔愛知県名古屋市〕
参加人数：10名

23

ＭＥ認定後の活動①

主催：岐阜大学

共催：長崎大学

愛媛大学

長岡技術科学大学

山口大学

 長崎道守、岐阜ＭＥ、愛媛ＭＥ、新潟ＭＥ、
山口ＭＥ修了生によるワークショップ

【内容】長崎道守〔６名〕、岐阜ＭＥ〔30名〕、愛媛ＭＥ〔10名〕、

新潟ＭＥ〔５名〕、山口ＭＥ〔３名〕の修了生計54名により、

『社会資本の維持管理に関する現状認識と課題』や『修了生として

貢献したい場所や目標とする技術者』等について意見交換

24

コンソーシアムシンポジウム
「安全な“みち”のために」の概要

各大学のＭＥ認定者と活発な意見交換 各班の代表者による意見交換内容の発表



 「安全な“みち”のために」シンポジウムでの発表

【内容】各大学の修了生により意見交換した内容を、代表発表者の一人として

ＭＥ１期生〔第007号〕荻田氏が、 206名が参加した「安全な“み

ち”のために」シンポジウム内にて発表

【発表テーマ】修了生として貢献したい場所、取り組みたい継続教育、

目標とする技術者について

25

コンソーシアムシンポジウム
「安全な“みち”のために」の概要

荻田氏〔第007号〕の代表発表 各大学の認定者全員で決意発表及び記念写真
26

ＭＥ認定後の活動②

 平成27年度ＭＥ養成講座へ講師として協力：１期生

【内容】平成27年度ＭＥ養成講座の『ワークショップ』や『現場実習』へ

講師として協力

【参加人数】ワークショップ ２～３名×４日 計 ９名

現場実習 ４～５名×３日 計 13名

意見交換会 ９名

延人数３１名

ワークショップ：ＭＥ１期生と２期生養成講座受講者でグループ討論 現場実習でのサポート【橋梁の維持管理】

ＭＥ

ＭＥ

ＭＥ

27

ＭＥ認定後の活動③

 ＭＥ認定をきっかけとして、各個人が積極的に活動

①機関紙への投稿

 西条市におけるメンテナンスのありかたについて、月刊道路に投稿し、

11月号に掲載〔第016号西原〕

②新たに資格試験に挑戦

 ＭＥ養成講座により資格取得の重要性を再認識し、技術士〔一次試験〕

を受験、合格〔第023号宮成、第019号兵頭〕

 ＭＥとして、メンテナンス関係の資格は必要である実感し、コンクリート

診断士を取得〔第010号佐伯〕

28

ＭＥ認定後の活動③

 ＭＥ認定をきっかけとして、各個人が積極的に活動

③ＭＥ養成講座で学んだ知識を通常業務へ活用

 直営で橋梁点検（テストハンマーによる打音検査等）を実施

〔第014号冨永〕

 点検診断・維持管理社内プロジェクトの事務局や長寿命化計画

(公共施設等総合管理計画)支援事業を社内で担当〔第007号荻田〕

 国道の補修工事において、ME養成講座で学んだ橋梁の劣化要因や

劣化状況・補修方法の知識を活用〔第006号大森〕

④名刺に『社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）』を記載

 名刺に資格名を入れ、ＭＥをＰＲするきっかけに〔多数〕

⑤社内等でMEの重要性をＰＲ

 社内論文や社内プレゼン、職場研修等でＭＥの重要性をＰＲ〔多数〕



愛媛ＭＥの会の
今後の取り組みについて

最後に。。。

29

愛媛ＭＥの会の今後の取り組み方針

ＭＥ認定者は、認定以降も、さらなる自己研鑽を各自行い、
論文発表や資格試験への挑戦、また、ＭＥ養成講座への協力
及びサポートなどを行ってきた。

30

今後は
…

今後、愛媛県内に限らず、四国全体でのＭＥの拡大を進めていく
ためには、これら個人の活動に加え、組織的な活動が重要となっ
てくる。

そこで、平成28年１月６日（水）、愛媛大学とともに、

を立ち上げ、今後、組織的な活動へ拡げて

行くこととした。

31

愛媛ＭＥの会の活動①
 「愛媛県道路メンテナンス会議」橋梁修繕研修会への協力

：１期生及び２期生

【内容】「愛媛県道路メンテナンス会議」が開催する橋梁修繕研修会へ

『現場調査』や『ワークショップ』のアドバイザーとして派遣

【参加人数】１期生３名、２期生３名 計６名

なお、ＭＥ認定者６名も研修会へ自主的に参加。

ワークショップのアドバイザー
として参加

橋梁点検での点検手法のアドバイス

研修生として参加したＭＥ認定者も
ワークショップの議論の中心に！

ＭＥ

ＭＥ

ＭＥ

ＭＥ
ＭＥ

ＭＥ

ＭＥ
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愛媛ＭＥの会の活動②
 地域・ＰＴＡ等が行う防災教育への協力

【内容】地域やＰＴＡが行う『ワークショップ』のアドバイザーとして派遣

平成28年度は「マイハザードマップ作成の提案」と題して実施予定。

【背景】地域・ＰＴＡ組織は年度ごとに構成員・役員が変わることが多く、一

貫性のある内容を継続的に実施することが困難。

継続性を確保するためには、安定したサポートが不可欠。

【参加人数】５，６名程度を予定。
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愛媛ＭＥの会の活動を継続させるための現状と課題

１期生 資格者内訳

国土交通省１名、愛媛県２名、市町９名 行政関係：12名

設計コンサルタント11名、建設会社３名 民間関係：14名

合計：26名

２期生 資格者

国土交通省１名、愛媛県２名、市町11名 行政関係：1４名

設計コンサルタント６名、建設会社２名 民間関係： ８名

合計：22名

行政は増加したが、民間が減ってしまっている・・・

【現状】

ＭＥが仕事に繋がっていない

参加するモチベーションの低下

34

愛媛ＭＥの会の活動を継続させるための・・・

ボランティ
ア活動

ＭＥを活用
した制度の

確立

個人活動
組織活動

民間事業
者の参画

大 学
行 政
民 間

実績作り

ＭＥの増員 ＭＥを習得するメリットが発生
・国の民間技術者資格の登録制度
・入札参加要件
・資格者の地位向上（出世）

認知度向上
技術力向上

35

ＭＥの活動を継続することで・・・

愛媛の“みち（社会基盤）”を安全に

愛媛県内にとどまらず・・・

四国全体

日本全体

世界へ
36



岐⾩ＭＥ

岐⾩ＭＥ 吉岡 義倫

Part．1 各大学の発表

38

概要
●平成20年度より養成講座開講⇒14期
●岐⾩ＭＥ︓309⼈認定（2016.01.29現在）

3. 岐⾩ＭＥ

５大学コンソーシアム 2016.1

⾶騨︓47名

岐⾩︓100名

⻄濃︓60名

中濃︓35名

東濃︓38名

その他（県外）︓29名

MEの会の活動
●ＭＥの会 総会（年1回）
●地域部会での活動
●ＭＥ養成講座での講師活動など

Part．1 各大学の発表
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3. 岐⾩ＭＥ

５大学コンソーシアム 2016.1

Part．1 各大学の発表
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地域と協働での活動
●⼦どもと実践する通学路点検

3. 岐⾩ＭＥ

５大学コンソーシアム 2016.1

通学路点検の様子事前学習風景



Part．1 各大学の発表
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官⺠協働での活動
●MEと市職員とが⼀緒に点検・診断

3. 岐⾩ＭＥ

５大学コンソーシアム 2016.1

討論会の様子点検風景

Part．1 各大学の発表
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１１期⽣の研修会（年２回開催）
●点検施設の⾒学、現場⾒学会など

3. 岐⾩ＭＥ

５大学コンソーシアム 2016.1

フォローアップ研修の様子補強工事現場の見学

Part．1 各大学の発表
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１４期⽣のニュースレター（毎⽉発⾏）

3. 岐⾩ＭＥ

５大学コンソーシアム 2016.1

Part．1 各大学の発表
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今後へ向けて
●認知度のさらなる向上、浸透を図る
→地域協働の活動を広める
未来の技術者へのアピール
業界内へのPR(MEの増加)
県外での認知度向上

●岐⾩MEの活動ﾆｭｰｽﾚﾀｰ
『CIAM Chronicle』も御覧ください︕

3. 岐⾩ＭＥ

５大学コンソーシアム 2016.1



ＭＥ新潟

ＭＥ新潟 本橋 謙治

Part．1 各大学の発表

1. ＭＥ新潟 新潟県とは︖

５大学コンソーシアム 2016.1

北陸地⽅の東部に位置している。県名は県庁
所在地の新潟市に由来する。古代には越国
の領⼟であり、五畿七道の北陸道のうち東半
分を占め、令制国（旧国）では越後国と佐
渡国の全域に相当する。この旧国名から越佐
（えっさ）と表現することもある。

⾯積は広く、⽇本海に沿って北と⻄に折れ曲
がっており、⻑い海岸線をもつ。⼭や峠が多く
⽴ち並ぶ。地理的要素の違いから、上越地⽅、
中越地⽅、下越地⽅、佐渡地⽅の4地域に
⼤きく分けられている。

Wikipediaより

Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

1. ＭＥ新潟 新潟県とは︖
Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

東京

名古屋

1. ＭＥ新潟 新潟県とは︖



Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

1. ＭＥ新潟 新潟県とは︖

福岡

鹿児島

Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

塩害劣化

「MEの大好物」

MEの聖地

1. ＭＥ新潟 新潟県とは︖

Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

2. ＭＥ新潟 ME新潟とは︖

ME新潟

構造 防災

Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

2. ＭＥ新潟 ME新潟とは︖



Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

2. ＭＥ新潟 ME新潟とは︖

ＭＥ新潟 計５７名

・新潟市 ２６名

・上越地域 ７名

・中越地域 １４名

・下越地域 ８名

・佐渡 ２名

Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

2. ＭＥ新潟 ME新潟とは︖

行政関係
２１名

コンサルタント
１１名

建設会社
２５名

職 種 別

Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

3. ＭＥ新潟 ME新潟活動

国
道
２
８
９
号
（
八
十
里
越
）

工
事
現
場
見
学
会

Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

3. ＭＥ新潟 ME新潟活動

重
要
文
化
財

萬
代
橋

点
検
・
清
掃



Part．1 各大学の発表

3. ＭＥ新潟 ME新潟活動

５大学コンソーシアム 2016.1

新聞による
広報活動

Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

3. ＭＥ新潟 ME新潟活動

新潟の要

大矢さん

月刊「土木施工」 ４月号にて
ＭＥ新潟体験談を紹介しています。（見開き２ページ分！）

Part．1 各大学の発表

５大学コンソーシアム 2016.1

3. ＭＥ新潟 ME新潟活動

新潟の要

大矢さん

ＭＥ新潟アイドル

今さん

Part．1 各大学の発表

4. ＭＥ新潟 継続していくための課題

５大学コンソーシアム 2016.1

継続していくための課題

●異なる⽴場・役割がある中で、
⺠間と⾏政とのバランスを保ちつつ、
更なる⼤学との連携が必要



Part．1 各大学の発表
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5. ＭＥ新潟 今後の進め⽅

５大学コンソーシアム 2016.1

今後の進め⽅

●継続的な活動を通じて、
ＭＥの知名度を上げて、
合わせてモチベーションもＵＰさせる︕

Part．1 各大学の発表

5. ＭＥ新潟 今後の進め⽅

５大学コンソーシアム 2016.1

①⺠間のﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽと⾏政の社会貢献の
両輪で活動する。【継続的な活動】

②更なる広報活動︕【知名度UP】
・マスコミ、雑誌の活⽤
・⼦供たちと⼀緒に社会貢献

③⼥性ＭＥを増やす︕【知名度・ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝUP】
・現状3％ → ⽬標10％

Part．1 各大学の発表

5. ＭＥ新潟 今後の進め⽅（事例）

５大学コンソーシアム 2016.1

Ｍ
Ｅ
新
潟
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

Part．2 ワークショップの報告
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Part 2． ワークショップの報告

継続していくための課題と準備、
今後の進め方について



Part．２ ワークショップの報告
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『東北⼤震災後の今』について
●刈⾕建設(株) 取締役次⻑
上野 裕⽮ ⽒ （岩⼿県建設業協会）

1. 記念講演

５大学コンソーシアム 2016.1

Part．２ ワークショップの報告

66

『岐⾩県のＭＥ活⽤の取り組みについて』について
●岐⾩県県⼟整備部道路維持課

道路管理企画監 奥⽥ 雅之 ⽒

２. 話題提供

５大学コンソーシアム 2016.1

Part．２ ワークショップの報告
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⻑崎道守・愛媛ＭＥ・岐⾩ＭＥ・ＭＥ新潟

３. 各⼤学によるＭＥ活動報告

５大学コンソーシアム 2016.1

長崎 愛媛

岐阜 新潟

Part．２ ワークショップの報告

68

ワークショップ テーマ
「継続していくための課題と準備 今後の進め⽅について」

４. グループに分かれて意⾒交換

５大学コンソーシアム 2016.1



Part．２ ワークショップの報告
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Ａグループ
発表：新潟ＭＥの川口さん

私たちは何に取り組んできたか

 年代の異なる小規模橋梁の点検をこなして、知識を蓄えた（知的財産を築く）

 ＭＥとして横との繋がりを大切にし、人的な財産を増やした

 講師として、一般の方々や学校の生徒に知識を伝えた

モチベーションアップ

 道守やＭＥの認知度が低いので、各地域での活動情報を交換し、共有することで参考にしていく

 道守やＭＥ活動の取組を、だれかに表彰してほしい・・・ＭＥポイント手帳（スタンプ）で記録していく

広報

 感謝してもえるためには、活動が目に見えることが大切

 点検等のイベントを実施した際に新聞に取り上げてもらう→大学や外部の協力も必要→褒めてもらう

 現状で大学が主体となって開催しているシンポジウムなどを、道守やＭＥ自らの手で開催し、各大学の先生方
を招く姿になれば広報につながる

将来の夢

 技術を指導する人になる、職場や県でナンバーワンの指導者としてＭＥの技術を指導する

 地域から信頼される技術者になる

 新規事業として、ＭＥをとりいれ、収益につなげる

安全で安心なインフラ整備をするために、我々ＭＥの姿がある

グループ毎に発表

５大学コンソーシアム 2016.1

Part．２ ワークショップの報告
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Ｂグループ
発表：岐阜ＭＥの金田さん

将来の姿

 診断士など他の資格より、上位の資格と云われるようになる

 高い倫理観をもって、民間企業のＭＥは適正な対価を戴いて、ＭＥとして技術を還元する

モチベーション

 職場で認められる（文句を云われない）ような、成果（利益など）を残す

取組と現状

 今は下積みの期間。ボランティアが多い。橋梁を対象とした事案が多い。

広報

 岐阜MEの場合、県外で勤務する人が29名もいる。岐阜という器に収まらなくなってきた。各県
でクローズした取組にならないよう、全国にちらばる修了生が活躍できる部会を立ち上げたい

 地域の若者に対するアピール、組織へのアピール

ＭＥはメンテナンス分野の最強資格と呼ばれるようになる

グループ毎に発表

５大学コンソーシアム 2016.1

Part．２ ワークショップの報告
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Ｃグループ
発表：愛媛ＭＥ兵頭さん

異なる立場でＭＥの役割について議論した

民間ＭＥはＭＥ取得をビジネスチャンスつなげたい

行政ＭＥは社会貢献につなげたい

 社会貢献を継続するためにはビジネスチャンスが必要

 社会貢献とビジネスチャンスを両輪にすえてまわしていく

 そのためには広報が重要

 ＭＥの知名度が上げると、モチベーションも上がる

 技術力が向上すると、社会貢献と、ビジネスチャンスにつなげる

 行政と民間をつなぐとき、外部からも開かれた活動にするために、真ん中に
大学がいることが重要

グループ毎に発表

５大学コンソーシアム 2016.1

Part．２ ワークショップの報告
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Ｄグループ
発表：岐阜ME河瀬さん

取組について

資格取得、人的なネットワークを広げた

頼まれた仕事を、できるだけ断らない姿勢をこころがける

モチベーション

後輩にＭＥの素晴らしさや理念を伝える。

ＭＥであることを誇りにもって仕事に励む

人の交流を大切にする。主体的に人とつながる。

自己研鑽を続け、他の資格にも挑戦する

広報

ＭＥであることを、色々な場所・機会に名乗る

維持管理に関する仕事においては、積極的な提案を行うことで、ＭＥをアピールする

将来の姿

地域に信頼される技術者になる

土木に関するプロデューサー。総合技術者。災害時に提案や行動できる技術者。

何事にも挑戦する。人的ネットワークを広げ構築していく。自らがＭＥであることを名乗り続ける。積
極的に技術提案しつづける。

グループ毎に発表

５大学コンソーシアム 2016.1



Part．２ ワークショップの報告
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Ｅグループ
発表：愛媛ＭＥ大野さん

将来の姿
 地域に貢献する、あてにされる技術者

現状
 自信をもって計画を作成できない自分がある

 地区や人によって、活動段階に差がある

モチベーションアップ
 活動を継続すること。とにかく集まる。モチベーションに高い人に合わせる心がけ

ＰＲ
 活動の際は目立つこと。自分たちがMEであることを分かってもらう。分かるようにする。

 実力が大事。さすがMEと云われるように努力する。結論まで導く。

 ＭＥの会を使って、色々な知恵を動員する。

ＭＥの存在感を示すことが大切

グループ毎に発表

５大学コンソーシアム 2016.1

Part．２ ワークショップの報告
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Ｆグループ
発表：岐阜ＭＥ鈴木さん

ＭＥネットワークで情報共有
各地にいる道守やＭＥがレベルアップするために、情報を共有する取組

MEの知名度アップ

単体で活動するのでなく、ＭＥ活動の冊子を作成して行政に配布する

名刺にはＭＥを記載する

知名度が上がれば、ＭＥとして意見を述べやすくなる

子供たちとの活動

子供達と橋の清掃をした際、橋の劣化について説明しても興味をもってくれなかった

学校の通学路点検を活用し、子供たちに興味をもたせていくことができる

子供が発見した道路舗装の不具合が、実際に補修されるまでに至ると喜んだ

ＭＥの数を増やすには

将来、子供達が興味をもつと、ＭＥになりたいと思う人が生まれてくる。

ＭＥが増えると、過疎化が進む地域の維持管理に一定の役割を果たすようになる

全国で道守やＭＥを育成し、人数を増やすことが大切

グループ毎に発表

５大学コンソーシアム 2016.1

まとめ
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５大学コンソーシアム 2016.1

• 他の類似資格を凌駕するような、最高資格と云われる
姿を目指す

• 行政と民間のそれぞれの立場で、社会貢献（メンテナン
スと災害対応）とビジネスが両立する姿を目指す

• 道守やＭＥの知名度を向上するよう努める

活動を継続すること。

人が集まる機会を確保すること。

地域にとって頼まれやすい技術者になること

まとめ

76

５大学コンソーシアム 2016.1

• 道守やＭＥとして存在感を示す

道守やＭＥであることを自ら名のる。

目立つこと。マスコミの積極活用

主体的であること

積極的に技術提案すること

技術研鑽を継続し、自らの能力を高めていくこと

• 修了生どうしの仲間を増やす

２種類のネットワークが必要（地域に根付いた繋がりを
築く一方で、地域に拘らない繋がりも両立する）

全国的に情報を共有し、広く世間に情報を発信する仕
組みを構築する

行政と民間という異なる立場の中央を、大学が受けも
つことで公益性や説明責任を確保する



私たち、長崎道守、愛媛ＭＥ、
山口ＭＥ、岐阜ＭＥ、ＭＥ新潟は

安全な道の為に、
タッグを組んでＮｏ１を目指します

ご静聴ありがとうございました

77
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文部科学省　成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業　「地域ニーズに応えるインフラ再生技術者育成の加速〜増大する人材ニーズに対応するために」

岐 阜 大 学 工 学 部 附 属 イ ン フ ラ マ ネ ジ メ ン ト 技 術 研 究 セ ン タ ー

C e n t e r  f o r  I n f r a s t r u c t u r e  A s s e t  M a n a g e m e n t  T e c h n o l o g y  a n d  R e s e a r c h  :  C h r o n i c l e

平成27年4月より、センター長をしております

沢田と申します。以後よろしくお願いいたします。

社会基盤施設（インフラ）の維持管理の重要性

が注目されているなか、国土交通省では、戦略的

な維持管理・更新のために重点的に講ずべき施

策として、技術者・技能者の育成・支援を挙げ

ています。安全安心な社会生活のために、イン

フラの点検や診断ができる技術者の育成は最重

要課題であり、各地で維持管理に関する研修な

どが開催され、建設に携わる「ひと」の重要性が

認識されてきました。平成20年に開始した社

会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講

座は、これまでに14回の講座を終え、のべ309

名の修了者を輩出しました。25年度からME養

成講座は、岐阜大学大学院の履修証明プログラ

ムとなり、27年度からMEは岐阜大学の認定資

格となりました。平成28年度からは、ME養成

講座は、社会人や企業等のニーズに応じた実践

的・専門的課程として、文部科学省から ｢職業

実践力育成プログラム｣ と認定されます。また、

当初から連携している長崎大学をはじめ、愛媛

大学、山口大学、長岡技術科学大学、舞鶴工業高

等専門学校との協力関係も拡がりはじめていま

す。このように継続発展いたしてまいりました

のも、ひとえに関係者のご支援の賜物とここに

深く感謝申し上げます。

情報化と見える化により「ICT技術の全面的

な活用」・「規格の標準化」・「施工時期の平準

化」の３つを達成することで、調査・設計から

施工・検査、さらには維持管理・更新といった

プロセスの最適化による生産性の向上を目指す

i-Constructionが国によって推進されます。しか

し、多くのよい情報であっても、その扱いを間

違えると、生産性の向上はおろか、生産すらで

きません。また、土木で最重要である安全を確

保できなくなります。土木の目的のために、道

具や方法としての情報を使いこなす知識と技術

が必要であり、ME養成講座はそれらを学ぶ場

所として存在します。

知識や技術は、一度修得したからといって安

心していると、陳腐化します。手当てしないイ

ンフラが徐々にその機能を低下させていくこと

と似ています。ME養成講座は、インフラのア

セットマネジメントに関連する技術を習得する

ことを目的とした4週間の集中講座です。受講

期間中に、受講生の多くが、知っておくべきこと

がたくさんあることに気付き、さらなる継続的

な勉強が必要であることを認識します。さらに、

ＭＥ認定後も土木技術者としての誇りをもって

勉強し続けようという向上心を持つようです。

そして、MEの会では積極的にフォローアップ

研修を開催しています。

岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技

術研究センターでは、ME養成の他にもインフ

ラマネジメントに関する研究も実施していま

す。インフラに関する疑問や要望があれば、気

軽に相談してください。

岐阜大学工学部附属

インフラマネジメント技術研究センター

センター長　沢田 和秀

新センター長あいさつ

「ME養成講座で得られるもの」



岐阜大学では、既存のインフラ施設に対して
適切な診断と処置を行うことができる技術者で
あるメンテナンスエキスパート（Maintenance 
Expert : ME）を育成するために、平成20年度よ
り社会基盤の整備や管理に関係する社会人を対
象として社会基盤メンテナンスエキスパート養
成講座（以下、ME養成講座）を開講しています。
このME養成講座は、当初の5年間は文部科学省
科学技術戦略推進費「地域再生人材創出拠点の
形成プログラム」の支援を受け、また平成25年
度からは岐阜大学大学院の履修証明プログラム
として進められています。また当初からME養成
講座の運営等を担ってきた学内組織である社会
資本アセットマネジメント技術研究センターは、
平成26年4月に工学部附属インフラマネジメン
ト技術研究センターとして新たに生まれ変わり
ました。

インフラマネジメント技術研究センターは、社
会基盤ME養成講座の実施をはじめとしてさまざ
まな活動を行うために、「ひと」づくり実践領域、

「しくみ」づくり開発領域、「こと」づくり展開領
域の3つの領域から構成されています。

「ひと」づくり実践領域は教育・人財育成を担
当しています。「ひと」づくり実践領域は社会基
盤ME養成講座実施部門と教育展開部門から構
成され、それぞれME養成講座の運営と教育プロ
グラムの質の改善を継続的に進めています。ME
養成講座は現在、岐阜大学大学院工学研究科の
履修証明プログラムとして開講されており、講
義の実施には工学研究科社会基盤工学専攻の全
面的な協力を得ています。なお、ME養成講座は
大学院の講義であるため、原則としては受講に
は大卒資格が必要です。ただし、大卒資格を有
していない技術者であっても、これまでの業務
経験を通して大学卒業と同等の能力を身につけ
ていることを面接により確認できれば受講を認
めるようにしており、これにより多くの技術者
に対して門戸を開いています。ME養成講座の実
施に当たっては、社会基盤メンテナンスエキス
パート養成ユニット運営協議会と連携すること
により、講座の円滑な運営を図っています。社
会基盤メンテナンスエキスパート養成ユニット
運営協議会は岐阜大学の外部に設けられた組織
であり、国土交通省中部地方整備局、岐阜県、岐

インフラマネジメント技術研究センターの概要
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○ 社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座の運営
○ 教育プログラムの質の改善

「ひと」づくり実践領域（教育・人材育成）

「しくみ」づくり開発領域（地域連携・制度設計）

「こと」づくり展開領域（研究開発・技術普及）

○ 民・産・官・学の連携・協働によるインフラ管理が実現するしくみ
○ 地域住民が参加しやすいインフラ管理を実現するための枠組み探索とMEの位置づけ整理

○ 地域協働を想定した住民も使えるハードウェア技術の研究・実装化
○ ハードウェア技術革新による維持管理、減災技術の高度化・実装化

民
官

学
産

阜県測量設計業協会、岐阜県建設業協会、岐阜県
建設研究センターの参画により、産官学の協力
体制を構築しています。また、平成25年度より
文部科学省・成長分野等における中核的専門人
材養成等の戦略的推進事業「地域ニーズに応え
るインフラ再生技術者育成のためのカリキュラ
ム設計」の採択を受け、長崎大学、長岡技術科学
大学、愛媛大学、山口大学、舞鶴工業高等専門学
校との協力関係も定着して、教育プログラムの
質の改善を行うとともに、人財育成の他地域へ
の展開を図っています。さらには、ME認定者の
組織であるMEの会と連携を取りながら、ME認
定者のスキルアップの一環として座学やフィー
ルド実習を実施しています。
「しくみ」づくり開発領域は地域連携・制度

設計を担当しています。ここでは、岐阜県内の
地方自治体およびMEの会と連携を取りながら、
民・産・官・学の連携・協働によるインフラ管
理が実現するしくみの構築を進めるとともに、
地域住民が参加しやすいインフラ管理を実現
するための枠組み探索とMEの位置づけ整理を
行っています。これらに関する具体的な活動と

して、地域協働型インフラ管理のモデル事業の
構築、地域協働型インフラ管理実現のための制
度の構築に取り組んでいます。
「こと」づくり展開領域は研究開発と技術普及

を担当しています。研究開発については、東海
圏減災研究コンソーシアム、岐阜社会基盤研究
所、さらには工学部社会基盤工学科をはじめと
する学内外の関連組織と連携を取りながら、進
めています。最先端技術のハード開発では、地
域協働を想定した住民も使えるハードウェア技
術の研究・実装化およびハードウェア技術革新
による維持管理・減災技術の高度化・実装化を
目指した研究を行っています。またハード開発
に加えて、地域協働型インフラ管理実現のため
の社会制度・人財育成方法、合意形成手法の研
究を進めています。技術普及については、ここ
で開発された技術のみならず、最新技術に関す
る講習会を開催し、一般技術者への情報提供の
場を設けることで、地方技術者の技術力の向上
を進めています。



CIAMインフラマネジメント講演会
CIAMインフラマネジメント講演会は年3回の開催を目標にH26年度から開催されている。日頃忙しくさ

れている地域の技術者に最新の情報を提供することを目的としている。また、メインテナンスエキスパー

ト（ME）の継続教育にも活用できる内容を盛り込んでいる。以下に第5回までの概要を紹介する。

第1回　米国における道路橋点検と維持管理
日 時 平成26年7月15日㈫　15:00〜17:00
場 所 岐阜大学 サテライトキャンパス
参加者数 約70名
講 師 NEXCO-West USA, Inc. 執行役員副社長 松本 正人 氏

NEXCO-West USA, Inc.は、2011年1月より米国ワシントンDCに拠点を置き、米国の道路橋に対して

NEXCO西日本グループの道路橋非破壊検査技術を適用すべく事業を展開している。本講演では、これらの米

国での活動概要について紹介し、海外事業を展開する上での留意点、及び国際的に活躍する技術者に必要な

資質等についての講演があった。さらに、様々な活動を通じて得られた米国の道路橋点検及び維持管理の現

状について紹介された。

第1回	 米国における道路橋点検と維持管理

第2回	 地方における道路橋の維持管理のあり方

第3回	 アメリカにおける点検資格制度と維持管理の現状

第4回	 コンクリート構造物の品質確保に向けた取組み〜合理的な維持管理のために〜

第5回	 紹介します！岐阜大土木の研究シーズ
	 防災・減災に資する研究開発および社会実装に関する研究紹介
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第2回　地方における道路橋の維持管理のあり方
日 時 平成26年10月17日㈮　15:00〜17:00
場 所 岐阜大学工学部多目的研究教室
参加者数 約60名
講 師 日本大学工学部土木工学科 教授　岩城 一郎 氏

福島県内の市町村や浜松市といった地方自治体の道路橋の維持管理のあり方について紹介された。特に、

材料工学や構造工学に立脚した維持管理の重要性を指摘しつつ、住民との協働やマスコミとの情報共有など

も積極的に行うことで、合理的な維持管理を行う手法が提案された。「ロハスなインフラが、ロハスな人間社

会を守る」をキャッチフレーズに、健全で持続可能な社会の構築に向けたヒントが紹介された。

第3回　アメリカにおける点検資格制度と維持管理の現状
日 時 平成27年1月23日㈮　14:00〜16:00
場 所 岐阜大学サテライトキャンパス
参加者数 約60名
講 師 清水建設㈱技術研究所　吉武 謙二 氏

アメリカNHI（National Highway Institute）により実施されている橋梁点検・評価手法研修コース（NHI 

130055 Safety Inspection of In-Service Bridge）を修了した経験をもとに、アメリカにおける橋梁点検資格

制度の概要や具体的な研修内容について紹介があった。これに関連して、アメリカでの橋梁点検の具体的な

事例や課題、最新の研究について紹介された。



第5回　紹介します！岐阜大土木の研究シーズ
　　　防災・減災に資する研究開発および社会実装に関する研究紹介
日 時 平成27年10月26日㈮　14:00〜17:00
場 所 岐阜大学工学部講義室
参加者数 約90名

「南海トラフ巨大地震克服のための大学力を結集した東海圏減災プロジェクト-社会基盤メンテナンスエキ

スパートを活用した地域協働型インフラ管理による防災力・減災力の向上-」の活動範囲において、防災・減

災に資する研究開発および社会実装に関する研究が実施されたことから、岐阜大学の11名の研究者から研究

成果が紹介された。

第4回　コンクリート構造物の品質確保に向けた取組み　　　　　　
　　　〜合理的な維持管理のために〜　　　　　　　　　　　　　
日 時 平成27年6月5日㈮　14:00〜17:00
場 所 岐阜大学サテライトキャンパス
参加者数 約80名

講 師 1 山口県におけるコンクリート構造物の品質確保システムの構築
山口県土木建築部　審議監　二宮 純 氏

講 師 2 産官学協働の品質確保の実践とその意義
横浜国立大学　准教授　細田 暁 氏

講 師 3 復興道路等の品質確保に向けて −東北のコンクリート構造物の劣化傾向とその対策−

国土交通省東北地方整備局　南三陸国道事務所長　佐藤 和徳 氏

インフラの超寿命化のために維持管理の手法を高度化することは大切だが、そもそも新設時の品質を高め

るための知恵を絞ることも本質的である。データベースに基づく品質確保の本質を理解するために、山口県

から発信されているコンクリート構造物の品質確保の取り組みの概要および東北の復興道路での展開につい

て紹介された。
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当MEの会は、MEとして活躍している会員のみなら
ず、岐阜大学をはじめとする多くの関係各機関の皆様
のおかげで運営を行っております。紙面をお借りして
感謝申し上げます。
この度、平成27年度後期合格者にMEの会にご加入
いただき、会員数は309名となりました。それと同時に
各地域部会の所属人数が増加し、活動も活発になって
きております。また本年度におきましては、地域部会以
外にも様々な枠組みで活動できるよう、規約改正を行い
ました。これにより、地域を超えた勉強会などを開催で
きるようになりました。今後はこれまでよりもさらに充
実した取り組みができると確信しています。
私がME及びMEの会として、活動の中で感じている
ことをいくつか挙げさせていただきたいと思います。

1 県外からの受講者

ここ数年、岐阜県外からのME受講生が増えてまいりました。これは岐阜県のME制度が県外においても広く認知

されつつある証拠であると思います。岐阜県がインフラマネジメントの先進県として県外からも注目されるよう、

MEの会としても力を注いでいきたいと考えております。

2 地域とのかかわり

道路30,000km、橋梁26,000橋といった膨大なインフラを抱える岐阜県において、300余名のMEは決して多い

とは言えません。MSや管理者と今後も協力をしながら、インフラの監視や構造物の点検を行い、地域住民にもより

一層認識されるMEを目指していきたいと思います。また、そのことによりMEを目指す技術者が増えることを願って

おります。

3 建設業界のアピール、人材育成

近年、建設産業界への入職者の減少が話題となっています。しかし、若手の人材確保は業界の維持発展において

必要不可欠であります。現在は小学校での演習や高校での講演会といった活動を地域部会ごとに行っていますが、

当会には建設業や建設コンサルタントだけでなく、国土交通省や岐阜県、市町村の職員も多数所属していますので、

それぞれが手を携えて、将来を担う若者へのさらなる業界のアピールを行っていきたいと思います。

4 他大学ＭＥとの連携

岐阜大学と連携する長崎大学、長岡技術科学大学、愛媛大学、山口大学においてもME及び道守が徐々に増えつつ

あるとお聞きしております。他大学の素晴らしい知識や技術を身につけられた方と積極的に交流を行い、意見交換

飛騨
47名

MEの会309名
（第14期生まで）
平成27年12月1日現在

中濃
35名

東濃
38名

岐阜
100名西濃

60名

ME活動報告 平成26・27年度活動記録（平成26年2月～平成27年12月）



等を通してお互いに切磋琢磨し、よりレベルの高いME、技術者を目指していけたらと考えます。

近年、地域部会等による研修や勉強会の他に、自治体よりお声掛けを頂き、共同で研修や活動をさせていただく

ことが増えてまいりました。最近行った活動の中より2例取り上げさせていただきたいと思います。

自治体職員との木橋点検診断研修（飛騨地域部会）平成27年10月30日

下呂市が管理する木橋について、今後の管理方針についての

相談が市よりMEに対してありました。MEには木橋という特殊な

橋に対する知識・経験を持っている会員がほとんどいなかったた

め、専門家の先生のアドバイスを頂きながら、下呂市職員とMEと

が一緒に点検し、管理方法について討論を行う研修としました。

当日は飛騨地域部会員をはじめとするME19名と下呂市職員4

名が参加し、４つのグループに分かれ現地にて点検を行いまし

たが、多くの箇所で腐朽・劣化が見られ、近接目視点検の重要性

を強く感じました。また、点検結果についてまとめ、様々な角度・

各々の立場から今後の管理について意見を出し合い、結果につい

てのグループ発表をしました。活発な議論がなされ、下呂市から

も「非常に有意義な研修となった」と評価と感謝を頂きました。

神坂地区住民との協働点検（岐阜大学主催）　平成27年11月17日

岐阜大学のCIAMでは、MEと地域住民が協働し、地域のインフラ管理や、減災・防災力の向上を図ることができ

ないか検討しています。その取組の一部として、中津川市神坂地区を対象に協働点検を実施しました。当日は、ME

が調べた斜面災害危険箇所を神坂地区長や防災士・消防士とともに街歩きした他、住民からの点検要望箇所を一緒

に確認し、MEの視点で解説しました。座学ではMEからの情報提供、グループワークにて街歩きの感想を共有しま

した。協働点検を経た感想として、多くの住民にこの取組を広めていきたいことや、普段の取組として地域とMEの

つながりを築いていきたいこと等が述べられました。
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H26.5.9 MEの会総会・講演会

7.25 現場見学会（PANWALL工法）

8.7 MEフォローアップ研修
（東濃地域の地質と断層・災害）

9.13 合同研修会（東海コンクリート診断士会）

10.10 DIG講習会講師（飛騨高山高校3年生）

11.10 橋梁点検講習会（恵那市）

11.10 DIG講習会講師（飛騨高山高校2年生）

11.17 中津川市神坂地区協働点検

11.19 自治体職員対象研修講師（下呂市）

11.20 自治体職員対象研修講師（飛騨市）

11.20 MSフォローアップ研修講師（古川土木）

11.20 兎走山トンネルの点検（岐阜地域部会）

11.22 技術発表会（11期生会）

11.26 MSフォローアップ研修講師（下呂土木）

11.26 自治体職員対象研修講師（高山市・白川村）

11.27 講師派遣（飛騨三協研修会）

12.2 講師派遣（技術力向上セミナー）

12.3 MSフォローアップ研修会講師
（郡上土木・可茂土木）

12.4 MSフォローアップ研修会講師（美濃土木）

12.4 技術発表会（東濃地域部会）

12.11 MSフォローアップ研修講師（高山土木）

H26前後期 講師派遣（ME養成講座）

H27.2.3 講師派遣（ME導入講座・岐阜県建設業協会）

2.4 講師派遣（ME導入講座・岐阜県建設業協会）

2.5 講師派遣（高山国道事務所研修会）

2.6 熱矯正による橋梁補修見学会（愛岐大橋）

2.27 5大学コンソーシアムシンポジウム

3.7 現場見学会・座学（興福地高架橋）

3.26 現場見学会（中津川市道路改良工事、新東雲橋）

5.8 MEの会総会・講演会

5.10 水防工法研修会（木曽川広域）

MEの会 活動記録（平成26年5月〜平成27年12月）

5.24 防災訓練（木曽川広域）

5.28 岐阜県鋼構造建設協会歩道橋点検活動

6.6 E-MAC技術研修会（11期生会）

6.11 講師派遣（滋賀県建設技術センター）

6.30 講師派遣（飛騨高山高校）

7.15 研修会
（スマホを活用した道路パトロール勉強会・他）

7.28 MS委嘱式・講習会（飛騨土木）

8.12 自治体職員対象研修（揖斐川町）

9.8 橋梁点検講習会（飛騨地域・西濃地域）

9.27 MEフォローアップ研修（岐阜大学ME認定講習）

9.30 現地研修会（吹付コンクリート劣化等）

10.6 通学路点検研修
（中津川市付知地内の小学5年生）

10.20 防災キャンプの補助
（中津川市坂本中防災キャンプ）

10.22 防災キャンプでの指導
（中津川市坂本中防災キャンプ）

10.25 MEフォローアップ研修（岐阜大学ME認定講習）

10.27 講師派遣（岐阜県建設技術協会）

10.30 自治体職員との木橋点検診断研修（下呂市）

11.2 中間報告会（スマホを活用した道路パトロール）

11.7 中津川市神坂地区協働点検

11.11 自治体職員との橋梁点検（八百津町）

11.13 DIG講習会講師（高山市立西小学校小学6年生）

11.14 現場見学会・座学（11期生会）

11.20 DIG講習会講師
（高山市立花里小学校小学6年生）

11.22 MEフォローアップ研修（岐阜大学ME認定講習）

12.2 自治体職員との橋梁点検（八百津町）

12.2 現地研修会（県道の落石対策　現場点検）

12.3 地すべり事例研修（恵那市山岡町）

12.11 MSフォローアップ研修講師
（飛騨土木・可茂土木）

H27前後期 講師派遣（ME養成講座）



H26.2.4 地盤工学会中部支部（松本）において、社会基盤メンテナンスエキスパートの紹介

H26.2.26 地域ニーズに応えるインフラ再生技術者の育成シンポジウム「インフラの町医者が守るみんなのくらし」開催

H26.2.27 中核事業連携会議

H26.3.17〜 H26.4.4 平成26年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座　受講生募集

H26.6.2〜 H26.6.27 平成26年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座　実施

H26.6.17〜 H26.6.24 中津川市神坂地区において、MEによる地区一斉点検　実施

H26.6.23〜 H26.7.11 平成26年度後期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座　受講生募集

H26.6.25 土木学会2014年度公共調達シンポジウムにて社会基盤メンテナンスエキスパート事業の紹介

H26.7.5 岐阜市立木之元小学校　防災講座　実施

H26.7.7 建設技術協会の研修においてME養成事業紹介

H26.8.19 平成26年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）認定証授与式

H26.8.28 第7回CAESAR講演会にて社会基盤メンテナンスエキスパート事業の紹介

H26.8.22〜 H26.9.19 平成26年度後期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座　実施

H26.9.6 四日市市職員対象　道路付属物点検講習会　実施

H26.9.17 JICA研修モンゴル・キルギス来学社会基盤メンテナンスエキスパート事業の紹介

H26.10.1 岐阜市立木之元小学校　防災講座2　実施

H26.10.10 飛騨高山高校　防災講座　実施

H26.10.29〜 H26.10.30 国土交通省中部地方整備局主催　建設技術フェア　出展

H26.11.18 平成26年度後期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）認定証授与式

H26.11.19〜 H26.11.21 ハイウェイテクノフェア　出展

H26.11.25 岐阜市立長良東中学校において、防災講座　実施

H26.11.26 新潟ME講演会および認定授与式にて講演および参加

H26.12.15 岐阜市立華陽小学校　防災講座　実施

H27.1.9 愛媛ME講演会および認定授与式に協力

H27.1.22 滋賀県建設業協会来学　ME養成講座の説明

H27.1.23 長崎大学シンポジウムに参加および協力

H27.1.24 中核事業連携会議　カリキュラム検討WS　に参加

H27.2.3〜 H27.2.4 岐阜県建設業協会関係対象　　2日間ME養成講座　実施

H27.2.12 中核事業連携会議　カリキュラム検討WS　に参加

H27.2.27 中核事業連携会議　開催

CIAMの活動報告（H26.2～）

※ 中核事業…文部科学省「成長分野等における中核的専門人材育成等の戦略的推進」事業
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H27.2.27 中核事業　コンソーシアムシンポジウム「安全なみちのために」開催

H27.3.9 福井大学来学　ME養成講座の説明

H27.3.20 JST「ひとを創る。ひとが創る。地域再生フォーラム」出席ME養成事業紹介

H27.3.16〜 H27.4.10 平成27年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座　受講生募集

H27.5.22 第20回首長連携交流会に参加、分科会にてME養成事業紹介

H27.6.1〜 H27.6.26 平成27年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座　実施

H27.7.6 浜松市職員斜面点検研修

H27.7.10 浜松市職員斜面点検研修

H27.6.22〜 H27.7.10 平成27年度後期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座　受講生募集

H27.8.21 平成27年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）認定証授与式

H27.8.31〜 H27.9.30 平成27年度後期社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座　実施

H27.9.02 日本工学教育協会工学教育賞業績部門受賞

H27.9.27 第1回目ME更新試験実施

H27.10.1 中津川市付知北小学校および付知南小学校において、通学路点検事前学習　実施

H27.10.6 中津川市付知北小学校および付知南小学校において、通学路点検　実施

H27.10.19 JICA研修生対象カンボジア　ME養成講座説明

H27.10.20 中津川市坂本中学校において、通学路点検事前学習　実施

H27.10.22 中津川市坂本中学校において、通学路点検　実施

H27.10.25 第2回目ME更新試験実施

H27.10.26 JICA研修生対象アフリカ　ME養成講座説明

H27.11.7 中津川市神坂地区において、地域住民とMEによる協働点検　実施

H27.11.10 熊本県橋梁上部工および土木構造物補修研修研究会来学　ME養成講座の説明

H27.11.18 瑞浪市立陶小学校において、防災講座　実施

H27.11.20 愛媛ME講演会および認定授与式に協力

H27.11.26 瑞浪市立陶中学校において、防災講座　実施

H27.11.27 岐阜市立東長良中学校において、防災講座　実施

H27.12.4 新潟ME講演会および認定授与式に協力

H27.12.11 静岡県新技術協会主催講習会にて講演

H27.12.17 SIP第2回インフラ研究会（東京大学）において、ME講座を紹介



平成28年度社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講座
（履修証明プログラム）
［前期］

申請書受付期間：平成28年3月22日㈫～平成28年4月14日㈭
受講資格審査面接：平成28年4月20日㈬
＊面接の必要な受講申請者には個別に連絡します。

受 講 者 発 表：平成28年4月28日㈭
養 成 講 座：平成28年6月6日㈪～平成28年7月1日㈮
＊受講料については、検討中です。　2月中旬にHPにてお伝えいたします。

CIAMの活動予定（H28.1～）

履修証明プログラムとは
平成19年の学校教育法の改正により、大学等における「履修証明制度」が創設されました。大学
等において、通常の学生を対象とする学位プログラムに加え、社会人等の学生以外の者を対象とし
た一定のまとまりのある学習プログラム（履修証明プログラム）を開設し、その修了者に対して法に
基づく履修証明書を交付できることになりました。

月　　日 概　　要

H28.1.20 浜松市技術講演会にて講演

H28.1.29
文部科学省「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業
連携シンポジウム「続・安全な“みち”のために」開催

H28.1.29 中核事業　連携会議　開催

H28.2.21 大垣市防災士対象講習会にて講習

H28.2.27 ＭＥの会および東海圏減災研究コンソーシアム後援シンポジウム

H28.3.18 中津川市神坂地区における地域住民とMEの協働点検報告（仮）　開催

H28.3.22～ H28.4.14 平成28年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講座　受講生募集

H28.6.6～ H28.7.1 平成26年度前期社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成講座　

お問い合わせ
〒501-1193 岐阜市柳戸1-1　岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター（CIAM）
TEL&FAX.058-293-2419　E-mail  ciam-secretary@gifu-u.ac.jp http://www1.gifu-u.ac.jp/~ciam/




